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必ずお守りくださし、 


ここでは、お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお 
使いいただくための注意事項を記載しています。 

ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 




■警告及び注意表示 


A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損 
傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

△注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可 
能性又は物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


■絵記号の意味 


A 


この記号は注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。 
記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 


例) 


「発火注意」を表す絵表示 


0 


この記号は禁止の行為を告げるものです。 

記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 

例)② 「分解禁止」を表す絵表示 



この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。 
記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 



「電源プラグを抜く」を表す絵表示 
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必ずお守りくださし、 


ZL 警告 


❶ 

厳守 


分解禁止 

電源ブラ 
グを抜く 

魚 

発火注意 
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§ 

(§) 

水ぬれ 
禁止 

0 

禁止 


本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが 
指示している警告、注意表示を厳守し、正しい手順で使用してくださ 
い0 

警告 ■ 注意事項を無視すると人体に多大な損傷を負う可能性があります。 

また、正しい手順で操作しない場合、予期せぬトラブルが発生する恐れがあり 
ます。ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示している警告、注意事 
項、正しい手順を厳守してください。 

本製品をご自分で修理 ■ 分解 ■ 改造しないでください。 

火災や感電、やけど、故障の原因となります。 

修理は弊社修理センターにご依頼ください。分解したり、改造した場合、保証 
期間であっても有料修理となる場合があります。 

煙がでたり変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してください。 
コンセントから電源プラグを抜いてください。そのまま使用すると火災_感電 
の原因となります。 


本製品の取り扱いは、必ず取扱説明書で接続方法をご確認になり、以 
下のことにご注意ください。 

•接続ケーブルなどの部品は、必ず添付品または指定品をご使用ください。 

指定品以外を使用すると火災や故障の原因となります。 

•ケーブルにものをのせたり、引っ張ったり、折り曲げ■押しつけ■加工など 
は行わないでください。火災や故障の原因となります。 

本製品の取り付け、取り外し、移動の際は、本製品の取扱説明書をご 
確認になり、必ずパソコン本体 ■ 周辺機器および本製品の電源を切 
り、コンセントからプラグを抜いてから行ってください。 

電源コードを抜かずに行うと、感電および故障の原因となります。 

給電されている LAN ケーブルは絶対に接続しないでください。 

給電されているケーブルを接続すると、発煙したり、火災の原因になります。 


本製品をぬらしたり、水気の多い場所で使用しないでください。 

お風呂場、降雨降雪中の屋外、海岸、水辺などでの使用は火災■感電■故障の 
原因となります。 


故障や異常のまま、通電しないでください。 

本製品に故障や異常がある場合は、必ずパソコンから取り外し、コンセントか 
ら電源プラグを抜いてください。また、絶対に通電をしないでください。その 
まま使用すると、火災■感電■故障の原因となります。 
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必ずお守りくださし、 


0 本製品を病院内で使用しないでください。 

医療機器の誤動作の原因になることがあります。 

禁止 

心臓ペースメーカーの装着部位から 22 cm 以上離して使用してくださ 
電波によりべースメーカーの動作に影響を与える恐れがあります。 


0 

禁止 


本製品を飛行機の中で使用しないでください。 

飛行機の計器などの誤動作の原因になります。飛行機の中ではコンピュータか 
ら本製品を取り外してください。 


0 

禁止 


日本国外で使用できません。 


❶ 

厳守 


本製品は安定した場所に設置してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところには置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして事故の原因となります。水平なところに置いてくださ 
い。 


AC アダプターについて 
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A 

感電注意 

発火注意 


AC アダプターの取り扱いは以下のことにご注意ください。 

火災 ■ 感電の原因となります。 

• AC アダプターを使用する際は、必ず添付の AC アダプターもしくは指定の AC ア 
ダブターを使用してください。 

• AC アダプターの上にものをのせたり、かぶせたりしないでください。 

• AC アダプターを保温 ■ 保湿性の高いもの（じゆうたん ■ スポンジ ■ ダンボー 
ル箱 ■ 発泡スチロールなど）の上ではご使用にならないでください。 

•本製品に添付の AC アダプターは、 AC 100 V 専用です。指定以外の電源電圧で使 
用しないでください。 

•ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない 
でください。 

• AC アダブターをコンセントから抜くときは、必ずアダプター部分を持って抜 
いてください。ケーブルを引っ張ると、断線または短絡して、火災_感電- 
故障の原因となります。 

•濡れた手で AC アダプターを、 コン セントに接続したり抜いたりしないでくだ 
さい。感電の原因となります。 

• AC アダプターが コンセン トに接続されているときには濡れた手で パソコン や 
本製品に触らないでください。感電の原因となります。 

• AC アダプターはほこりが付着していないことを確認し、根本までしっかり差 
し込んでください。ほこりなどが付着していると接触不良で火災の原因とな 
ります。 
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必ずお守りくださし、 


_ A 注意 _ 

A 本製品を使用中にデータが消失した場合でも、データの保証は一切いた 
< 主 l ^しかねます。 

取扱説明書などで、操作方法を確認して操作してください。 

また、故障などに備えて定期的にバックアップを行ってください。 

0 本製品は以下のような場所（環境）で保管■使用しないでください。 
故障の原因となることがあります。 

禁止 •振動や衝撃の加わる場所•直射日光のあたる場所•湿気やホコリが多い場 

所•温湿度差の激しい場所•熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒータな 
ど）•強い磁力■電波の発生する物の近く（磁石、ディスプレイ、スピー 
力一、 ラジオ、無線機など）•水気の多い場所（台所、浴室など）•傾いた 
場所•本製品通風孔をふさぐような場所（保管は問題ありません）•腐食性ガ 
ス雰囲気中 （C I 2 、 H 2 s , nh 3 、 so 2 、 NO x など）•静電気の影響の強 
い場所•保温性 ■ 保湿性の高い（じゅうたん’スポンジ ■ ダンボール箱 ■ 発泡 
スチロール など）場所（保管は問題ありません） 

0 本製品は精密部品です。以下のことにご注意ください。 

•落としたり、衝撃を加えたり、無理な力を加えたりしない 
禁止 •本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 

•重いものを上にのせない 

•本製品内部に液体、金属、たばこの煙などの異物を入れない 

0 本製品のコネクタ部分には直接手を触れないでください。 

静電気が流れ、部品が破壊されるおそれがあります。また、静電気は衣服や人体 
禁止 からも発生するため、本製品の取り付け■取り外しは、 スチール キャビネットな 

どの金属製のものに触れて、静電気を逃がした後で行ってください。 

0 パソコンから本製品にアクセス中に電源を切ったり、パソコンをリセッ 
卜しないでください。 

_止 故障の原因になったり、データが消失するおそれがあります。 

〇 ケーブルについて、下記のことにご注意ください。 

•ケーブルは足などに引っ掛からないように、配線してください。足を引っ掛け 
ると、けがや接続機器の故障の原因となります。 

#熱器具のそばに配線しないでください。ケーブル被覆が破れ、接触不良などの 
原因になります。 
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使用上の注意 



本製品で使用する電波について 


本製品は、 2. 4 GHz 帯域の電波を使用しています。 

本製品を使用する上で、無線局の免許は必要ありませんが、以下の注意を 
ご確認ください。 


-以下の近くでは使用しないでください。 

_ペースメーカー等の産業 ■ 科学_医療用機器等 

• 工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を 
要する無線局） 

■特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

上記の近くで本製品を使用すると、電波の干渉を発生する恐れがあります。 
そのため、通信ができなくなったり、速度が遅くなったりする場合があります。 

■携帯電話、 PHS 、 テレビ、ラジオを、本製品の近くではできるだ 
け使用しないでください。 

携帯電話、 PHS 、 テレビ、ラジオ等は、無線 LAN とは異なる電波の周波数帯を使 
用しています。 

そのため、本製品の近くでこれらの機器を使用しても、本製品の通信およびこ 
れらの機器の通信に影響はありません。 

ただし、これらの機器を無線 LAN 製品に近づけた場合は、本製品を含む無線 LAN 
製品が発する電磁波の影響によって、音声や映像にノイズが発生する場合があ 
ります。 

-間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信できません。 

本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用されている木材やガラス等な 
どは通過しますので、部屋の壁に木材やガラスがあっても通信できます。 

ただし、鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は通 
過しません。部屋の壁にそれらが使用されている場合、通信することはできま 
せん。 

同様にフロア間でも、間に鉄筋や金属およびコンクリート等が使用されている 
と通信できません。 
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使用上の注意 


2.4 GHz 帯使用の無線機器について 


この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業 ■ 科学 ■ 医療用機器等の 
ほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許 
を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用さ 
れています。 

• この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電 
力無線局が運営されていないことを確認してください。 

_万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が 
発生した場合には、速やかに使用周波数帯を変更するか、または電波の発 
射を停止した上、下記連絡先にご連絡いただき、混信回避のための処置等 
(例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。 

• その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉 
の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた場合は、次の連絡 
先へお問い合わせください。 

連絡先：サボートセンター電話番号：金沢 076-260-3644 

東京 03-3254-1144 


その他のご注意 


本製品は非常に精密にできておりますので、お取り扱いに際しては十分注意して 
ください。 

■ラジオやテレビ、オーディオ機器の近くでは高周波の信号により、ノイズを与 
えることがあります。 

-モーターなどノイズが発生する機器の近くでは誤動作することがありますので、 
必ず離してお使いください。 

-本製品の修理は弊社修理センターにご依頼ください。 

改造などを行って、電気的および機械的特性を変えて使用することは絶対にお 
止めください。 
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使用上の注意 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 


無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセス 
ポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であ 
るという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セ 
キュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性がありま 
す。 

•通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

ID やパ スワー ド又はクレジッ トカー ド番号等の個人情報 
メールの 内容 

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。 

•不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 
個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 
傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN 力ードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリ 
ティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定を行って製品を 
使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施されていない場 
合があります。 

従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線 LAN 力ードや無 
線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器のセキュリティに関する全て 
の設定をマニュアルにしたがって行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られることもあり得ますの 
で、ご理解の上、ご使用下さい。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自分で対処できない場合には、弊社サボートセ 
ン ターまで お問い合わせ下さい。 

弊社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上 
で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用するこ 
とをお奨めします。 

※セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情によりセキュリ 
ティの問題が発生してしまった場合、株式会社アイ■オー■データ機器は、これによって 
生じた損害に対する責任を負いかねます。 
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ここでは、本製品を使う前の作業について説明します。 


箱の中を確認する 

内容物リストを確認します。 

▼ 



[ t ^ io ページ 


モードについて 

各モードの説明をお読みになり、環境に合ったモードを選択して〈ださ 
い0 

▼ 1^12ぺージ 


動作璟境を確認する 

本製品を使うことができる機種や 0 S などを確認します。 

▼ 



[1^1 7ぺージ 


各部の名前とはたらき 

本製品の各部の名前とはたらきを確認します。 



ページ 
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箱の中を確認する 


ご使用の前に以下のものがそろっていることを〔にチェックをつけながら 
ご確認ください。 

万一、不足品がありましたら、弊社サボートセンターまでお知らせください。 



■ AC アダプターは添付のものをご使用ください。 

■箱や梱包材は大切に保管し、修理などの輸送の際にご利用くださし、。 
■イラストは若干異なる場合があります。 


1〇 





































箱の中を確認する 



《ユーザー登録やサボートソフトのダウンロー ドについて》 

ユ _ ザ _ 登録をする際や、弊社ホームぺ _ ジよりサポートソフトをダウンロ _ 
ドする際に S / N (シリアル番号)が必要な場合があります。 

S / N は本製品に貼られているシールに印字されている12桁の英数字です。 
(例： ABC 1 234567 ZX ) 


▼ S / N をメモしてくださし、。 


•ユーザー登録 http :// www . iodata . jp / regist / 

•サボートソフトのダウンロード4 http :// www . iodata . jp / lib / 


《本製品の S / N の位置)) 

S / NS 、 本製品下面に添付されています。 





































































本製品には次の 5 つのモードがあります。モードにより設定方法が異なります。 
ご使用になるモードを選択してください。 

本製品は選択したモードのみで動作します。複数のモードの同時利用はできませ 
ん〇 

□ AP モード（出荷時設定）_4 40ページ_ 

無線 LAN アダプターを搭載したパソコン同士の通信を、本製品を介して無 
線化することができます。（無線アクセスポイントとして動作します。） 
また、本製品の LAN ポートに接続した機器と無線 LAN アダプターを搭載した 
パソコンの通信も無線化することができます。 

•指定の LAN ケーブルを使用し、本製品の LAN ポートと接続できる機器 

-ハブやパソコン 

※ハブ下に取り付けられる機器は、ハブの仕様にしたがってください。 
•無線通信できる機器 

-1 EEE 802. 11 g / b 無線 LAN アダブターを搭載したパソコン 
_ 本製品の[メディアコンバ_夕ーモ_ド] 

※無線アクセスポイントとは通信できません。 

※使用できる暗号化機能… WEP 、 WPA - PSK 、 WPA 、802. 1 x/EAP 



















モードについて 


□ メディアコンバーターモード 4 51ページ 

パソコン、ゲーム機、デジタル家電 （ DVD / ハードディスク レコー ダー）な 
どの LAN ポート （ Ethernet 端子）を搭載した機器と無線 LAN アクセスポイン 
卜の通信を無線化することができます。 

ただし、 本製品の LAN ポートに接続できる機器は1台のみとなります。 

本製品にハブを取り付け、複数台の機器を無線接続したい場合は、シング 
ルブリツジモードやマルチブリツジモードをご利用ください。 

•指定の LAN ケーブルを使用し、本製品の LAN ポートと接続できる機器 
-有線 LAN ポートを搭載したパソコン 
-有線 LAN ポートを搭載したゲーム機 

-有線 LAN ポートを搭載したデジタル家電 （ DVD / ハードディスク レコー 
ダーなど） 

※ ハブを取り付けることはできません。 

•無線通信できる機器 

- IEEE 802.11 g / b に準拠した無線アクセスポイント 
-本製品の [ AP モード] 

※ メディアコンバーターモード同士で、直接の通信はできません。 

※使用できる暗号化機能 … WEP 
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モードについて 


□ リピーターモード 4 5了ページ 

既存の無線 LAN 環境で電波が届かない場合や、電波が弱い場合に、無線 LAN 
アダプター 搭載 パソコンと 本製品 (AP モー ド）の間に、本製品（リ ピーター 
モード）を置くことにより、無線の中継をすることができます。 

•無線通信できる機器 

-(アクセスポイント側）本製品の [ AP モード] 

-(クライアント側） IEEE 802. 11 g / b 無線 LAN アダプターを搭載した 

パソコン 

※使用できる暗号化機能 … WEP 
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モードについて 


□ シングルブリッジモード 4 64ページ 

2 つの LAN グループ間を無線化することができます。 

ただし、 無線通信相手は本製品のシングルブリッジモードである 必要があ 
ります。また、本製品と無線 LAN アダプターを搭載したパソコンなどとの 
通信はできません。 

3つ以上の LAN グループを無線化する場合は、「マルチプリッジモード」 

をご利用ください。 

•指定の LAN ケーブルを使用し、本製品の LAN ポートと接続できる機器 

-ハブやパソコン 

※ハブ下に取り付けられる機器は、ハブの仕様にしたがってください。 
•無線通信できる機器 
-本製品の[シングルブリッジモード] 

※使用できる暗号化機能 … WEP 
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モードについて 


□ マルチブリッジモード 4 了0ページ 

3つ以上（最大6つまで）の本製品を接続した LAN グループを無線化する 
ことができます。 

ただし、無線通信相手は、本製品のマルチブリッジモードである必要があ 
ります。また、本製品と無線 LAN アダプターを搭載した パソコン などとの 
通信はできません。 

•指定の LAN ケーブルを使用し、本製品の LAN ポートと接続できる機器 

-ハブやパソコン 

※ハブ下に取り付けられる機器は、ハブの仕様にしたがってください。 
•無線通信できる機器 
_ 本製品の[マルチブリッジモード] 

※使用できる暗号化機能 … WEP 
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動作環境を確認する 


_ 通信できる無線 LAN 機器 _ 

IEEE 802. 11 g 、 IEEE 802.11 b 準拠の無線 LAN 製品と通信できます。 

本製品のモードにより通信できる無線 LAN 機器は異なります。 

※最新の情報については弊社ホームページをご覧ください。 

[弊社製品例（最大リンク速度の理論値，] 

•AP モードで使用時 

■ WN - G 54 シリーズのクライアン h (54 Mbps ) 

■ WN - AG シリ—ズのクライアント (54 Mbps ) 

■ WN - B 1 1シリーズのクライアント （1 1 Mbps ) 

■ WN-AB シリーズのクライアント （11 Mbps ) 

• メディアコンバーターモードで使用時 

■ WN-APG シリーズのアクセスポイント （54 Mbps ) 

■ WN - G 54 シリーズのアクセスポイント （54 Mbps ) 

■ WN-AG シリーズのアクセスポイント （54 Mbps ) 

■ WN - B 11 シリーズのアクセスポイント （11 Mbps ) 

•リピ _ 夕ーモ _ ドで使用時 
—アクセスポイント側 

-本製品 ( WN - G 54/ A ) の AP モード 
—クライアント側 

- WN - G 54 シリーズのクライアント 
- WN-AG シリーズのクライアント 
- WN - B 11 シリーズのクライアント 
- WN-AB シリーズのクライアント 

•シングルブリツジモードで使用時 
■ 本製品 （ WN - G 54/ A ) のシングルブリツジモード （54 Mbps ) 

•マルチプリツジモードで使用時 

■ 本製品 （ WN - G 54/ A ) のマルチプリツジモード （54 Mbps ) _ 

※表記の数値は、無線 LAN の規格値であり、実際のデータ転送速度を示すもの 
ではありません。 

弊社 製 WN - A 54 シリーズとは通信できません。 



動作環境を確認する 


本製品の設定ができるパソコン 

機種 

OS (日本語版に限る） 

有線 LAN ァダプターを使用できる 
下記の機種 

■ NEC PC98-NX シリーズ 
- D0S/V マシン 

※弊社では、 0ADG 加盟メーカーの 

D0S/V マシンで動作確認しています。 

■ Windows XP 

■ Windows 2000 

■ Windows Me 

■Windows 98 (Second Edition を 含む) 

有線 LAN ァダプターを使用できる 
下記の機種 
- Power Macintosh 

■ iMac、 iBook、 PowerBook 

- Mac OS 8. 6-9. 2. 2^ 

- Mac OS X (10. 1-10. 2.8) 


本製品の設定に必要なソフトウェア 
本 製品を設定するには、 Internet Explorer バージョン 5.0 以上 
が必要です。お持ちで無い場合は、別途ご用意ください。 


Internet 

Explorer 


^ AirMac は Mac 0S 9. 0. 4以降対応です。 

また、 AirMac Extreme は Mac OS Xのみ対応です。 

AirMac、AirMac Extreme は常に最新のバージョンをご利用ください。 


■弊社では、上記の 0S でご利用いただく場合のみをサボート/保証範囲とさ 
せていただいております。 UNIX 系 0S などでご利用いただく場合はサボー 
卜/保証対象外となります。 

■ Internet Explorer のバージヨン情報は、 Internet Explorer 画面の[ヘルプ]— 
[バージヨン情報]で確認できます。 Internet Explorer は、最新のバージヨンの 
使用をおすすめします。 
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各部の名前とはたらき 

▼前面 



前面 

名称 

機能 

① POWER ランプ 

緑点灯 

電源 ON 

消灯 

電源 OFF 

② LINK/ACT ランプ 

暗い緑の点滅 

LAN ポートに他の機器が接続されていない状 
態（リンク無し） 

暗い緑の点灯〇 
明るい緑の点滅 

LAN ポートに他の機器が接続されている状態 
(リンクあり） 

明るい緑の速い 
点滅 

データを送受信中 
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各部の名前とはたらき 


▼背面 



スイッチ 


背面 

名称 

機能 

③ DC-IN 

付属の AC アダプターを接続します。 

④ リセット 
スイツチ 

本製品の設定を初期値に戻します。パスワードを忘れてしまった 
場合などに使用します。 （ 【出荷 時設定に戻す】96ページ參照） 

⑤ アンテナ端子 

付属のアンテナを取り付けます。 

※弊社製オプションアンテナ（別売）も使用できます。 

製品型番： WN0 シリーズ 

最新の情報は弊社ホームページ （http://www. iodata.」p/) を 
ご覧ください。 

※指定のアンテナ以外を接続して使用すると、法律で罰せられる 
ことがあります。 

⑥ LAN ポート 

LAN ケーブルでパソコンやハブを接続します。 

※10Mbps/100Mbps を自動判別します。また、 LAN クロスケーブル 
/LAN ストレートケーブルも自動判別します。 

※10BASE-T で接続する場合は、カテゴリ_ 3以上、 

100BASE-TX で接続する場合は、カテゴリ ー5 以上の LAN ケーブル 
をご使用ください。 


20 






























設定準備をする 


本製品を設定するための環境を作ります。（本製品の設定画面を開けるように 
します。） 

離膨ソ " T ンをつなぐ 

本製品と設定用パソコンをつなぎます。 

▼ (^22 ページ 

| ② IP アドレスを設定する 

設定用パソコンの IP アドレスを変更します。 

▼ (^25 ページ 

定11面を開く 

本製品の Web 設定画面を開きます。 

( t 5"37 ページ 
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①設定用パソコンをつなぐ 


本製品をパソコンに接続し、設定用パソコンの準備をします。 



アンテナを取り付けます。 

本製品背面のアンテナ端子に、添付のアンテナの根元を回して取り付けます。 


※弊社製オプシヨンアンテナ 
(別売）も使用できます。 

製品型番： WNO シリーズ 
最新の対応情報は、弊社ホーム 
ページ （ http://www. iodata.jp/) 
をご覧ください。 



•壁に取り付ける場合 


本製品を設置する位置を決めます。 

AC アダプタが電源コンセントに届く範囲にしてくださし、。 
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42mm 





①設定用パソコンをつなぐ 


3 本製品底面の壁掛け用フックを利用して、壁面のくぎまたは 
ネジに引っ掛けます。 

本製品が傾いたり、ガタつく場合は、2本のネジ位置、ネジ間隔、ネジ 
頭の長さを調整してください。 



g ■議 

[壁掛用取付ネジ]を取り付ける壁の材質には、注意してください。 

石膏ボードや薄いベニヤ板などでは、[壁掛用取付ネジ]がゆるんで本製品 
が落下する恐れがあります。 
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①設定用パソコンをつなぐ 


( 本製品をパソコンに接続する 



A 設定は、セキュリティーのため有線 LAN 接続で行ってください。 

有線 LAN ポートを搭載したパソコンをご用意ください。 


/添付の LAN ストレ _ トケ _ ブルと AC アダプタ _ を接続します。 

① パソコンの電源を切った状態で、本製品の LAN ポートに添付の 
LAN ストレートケーブルをつなぎます。 

② LAN ストレートケーブルをバソコンの LAN ポートにつなぎます。 

③ AC アダプターを本製品の [DC IN ] につなぎ、コンセントに接続しま 
す0 



- AC アダプターは必ず添付のものをご使用ください。 

■ AC アダプターを抜いた後、再度挿す場合は5秒以上待ってください。 


以上で取り付けは終了です。【② IP アドレスを設定する】 （25 ベー 
ジ） へお進みください。 
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② IP アドレスを設定する 


設定用パソコンの IP ァドレスを本製品と通信できるものに設定しま 
す。 

下記の該当するページをご覧ください。 


〜 IP アドレスの設定変更〜 

▼お使いの 0 S によつて設定方法が異なります 


Windows XP で IP アドレスを設定する . 26ぺージ 

Windows 2000で IP アドレスを設定する . 29ページ 

Windows Me /98 SE で IP アドレスを設定する . 32ページ 

Mac OS X で IP アドレスを設定する . 34ぺージ 

Mac OS ( Classic ) で IP アドレスを設定する . 36ページ 
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② IP アドレスを設定する 

( Windows XP で IP アドレスを設定する ） 

/パソコンの電源を入れ、コンピュータの管理者のアカウン 
卜でログオンします。 

2 [スタート]—[コントロ _ ルパネル]をクリックします。 

^ [ネットワークとインターネット接続]をクリックします。 


_ 

[クラシック表示]の場合は、[ネットワーク接続]アイコンを 
ダブルクリックして手順5へお進みください。 


ネツト ジ接 


4 

5 


[ネットワーク接続]をクリックします。 



[口ーカルエリア接続]を右クリックし、メニュー内の 
[プロパティ] をクリックします。 


I つ7ィ 


ネットワーク接続 


ni/F) ^» (E) 表示 (Y) お気に入 ID (ぶツ-ル(I)詳細設定 (N) ヘル: Xtl) 
①右クリック \ 多/検索 [ e フオルタ 


J または高速インターネット 





木ットワークタス〇 


日 新しい接続を作成する 
令 ホ'-ム/小規模オフイスのネッ 
トワーウをゼットアッブする 
9 このネットワ-りデバイスを無 
効にす5 

p 接続を修復す5 

②クリック 続の名前を変更する 


"13"^ の接続の設定を変 買 


その他 


* I 


、 1 

一—— _ 羞 

修復 (e) 

ブリッジ接続 (S) 

ショートカットの作成 (§> 

削除 (Q) 

名前の変更 (M) 

^— ( 

ブロパティ (S) 、 
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② IP アドレスを設定する 


Windows XP で IP アドレスを設定する（つづき） 


る [インターネットプロトコル （ TCP / IP )] をクリックし、 
[プロパティ] ボタンをクリックします。 

國 


ローカルエリア接続のブロパティ 


①クリック 




②クリック 


全般認 証詳細設定 

接続の方法：_ 

卿 1-0 Data USB - ET / TX-S USB Ethernet Adapter 


この接続は次の項目を使用します 


I 


Microsoft ネットヮーウ用 Z 
Microsoft ネットワーク用： 
iQoS パケットスケジューラ 




表示例は、弊社製 USB - ET / TX - S の場合です。 
この部分は、使用している LAN アダプタの名称と 
なります。 


-- '/ip>3 


ブロパティ ( H ) 1 


7設定用パソコンの ip アドレス、サブネットマスクを確認- 
設定します。 

①現在の ip アドレス、サブネットマスクを確認し、メモします。 

後で、現在の ip アドレスに戻す必要がありますので、必ずメモして 
ください。 「 ip アドレスを自動的に取得する」の場合は、チェック 
ボックスにチェックしてください。 

▼確認したアドレスを記入してください。 


□ 

IP アドレスを自動的に取得する 

□ 

次の IP アドレスを使う 

IP アドレス 


サブネットマスク 



2 7 










































② IP アドレスを設定する 


(Windows XP で IP アドレスを設定する（つづき） ） 

② 一時的に ip アドレスを変更します。 

IP アドレス：192.168.0 .3 
サブネットマスク： 255. 255. 255. 0 

③ [0 K ] ボタンをクリックします。 


インターネ，トブ n トコル （ tcp / ip )® ブ〇パティ [? ifxj 



デ 7* ルトゲートウ I イ蚊 


0 NS サーバーのアドレスを自觔的 I [取得すを迫) 

®>feDDNS サ-バ，アドレス 
m dns サ ー n - 砂 I ； 


③クリック 



8 すべての画面を閉じて、パソコンを再起動します。 


【③設定画面を開く】 （37 ページ）へお進みください。 
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② IP アドレスを設定する 


Windows 2000で IP アドレスを設定する 


/パソコンの電源を入れ、 Administrators 権限で 
Windows 2000にログオンします。 


2 [マイネットワーク]を右クリックし、メニュー内の 
[プロパティ] をクリックします。 



3 [口ーカルエリア接続]を右クリックし、メニュー内の 
[プロパティ] をクリックします。 



29 









































② IP アドレスを設定する 

(Windows 2000で IP アドレスを設定する（つづき）) 

4 [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] をクリックし、 
[プロパティ] ボタンをクリックします。 


①クリック 

子1妁すわけゎて⑽：]ンポ-ネント獅街於使用されてい対 

< 

、如 HOW 用 Tr イ此プ共右 
イント和トブ□トコル ck > p ，! p )) 

②クリック1 

——し ム, リ山——|——- 


5 設定用パソコンの ip アドレス、サブネットマスクを確認- 
設定します。 

①現在の ip アドレス、サブネットマスクを確認し、メモします。 

後で、現在の ip アドレスに戻す必要がありますので、必ずメモして 
ください。 「 ip アドレスを自動的に取得する」の場合は、チェック 
ボックスにチェックしてください。 

▼確認したアドレスを記入してください。 


□ 

IP アドレスを自動的に取得する 

□ 

次の IP アドレスを使う 

IP アドレス 


サブネットマスク 



② 一時的に ip ァドレスを変更します。 
IP アドレス：192. 168. 0.3 

サブネットマスク： 255.25 5. 255.0 

③ [0 K ] ボタンをクリックします。 
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② IP アドレスを設定する 


Windows 2000で IP アドレスを設定する（つづき) 




6 すべての画面を閉じて、パソコンを再起動します。 


【③設定画面を開く】 （37 ページ）へお進みくださし、。 
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② IP アドレスを設定する 


Windows Me /98 SE で IP アドレスを設定する 


パソコンの電源を入れ、 Windows を起動します c 


2 [マイネツトワーク] (または[ネッ ト ワークコンピュータ]) を 
右クリックし、メニュー内の[プロパティ]をクリックし 
ます。 



^<( 0 ) 

エクスプ□-ラ凶 
コンピュ-通索を） 

ネットワークドライブ®割り当て M .. 
ネットワークドライプの切断也 



[ TCP / IP ] (あるいは [ TCP/IP -> xxxxxxx ]) をクリッ 
クし、[プロパティ]ボタンをクリックします。 

※し八!^アダプターが複数ある場合、 [ TCP / IP -> xxxxxxxx ] と表示されます。 

※画面では、 TCP / IP の後に「1-0 DATA ■…」と表示 
されていますが、この部分は使用されている LAN 
アダプターの 名称となります。 

※ご利用のネットワーク環境によっては、 

「 TCP / IP 」のみが表示される場合もあります。 



4 設定用パソコンの IP アドレス、サブネットマスクを確認’ 
設定します。 

①現在の IP アドレス、サブネットマスクを確認し、メモします。 

後で、現在の IP アドレスに戻す必要がありますので、必ずメモして 
ください。 「 IP アドレスを自動的に取得する」の場合は、チェック 
ボックスにチェックしてください。 
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② IP アドレスを設定する 

(Windows Me /98 SE で IP アドレスを設定する（つづき）) 


▼確認したアドレスを記入してくださし、。 


□ 

IP アドレスを自動的に取得 

□ 

IP アドレスを指定 

IP アドレス 


サブネットマスク 



② [ ip ァドレス]タブをクリックします。 

③ 一時的に ip ァドレスを変更します。 

IP アドレス：192. 168. 0.3 
サブネットマスク： 255. 255. 255. 0 

④ [0 K ] ボタンをクリックします。 



5 すべての画面を閉じて、パソコンを再起動します。 


【③設定画面を開く】 （37 ページ）へお進みください。 
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② IP アドレスを設定する 

( Mac OS X で IP アドレスを設定する ） 


/ [場所]—[ネットワーク環境設定]をクリックします。 



2 設定用パソコンの ip アドレス、サブネットマスクを確認 ■ 
設定します。 

① [表示:]から[内蔵 Ethernet] または [Ethernet] を選択します。 

② 現在の表示、 IP アドレス、サブネットマスクを確認しメモします。 
後で、現在の IP アドレスに戻す必要がありますので、必ずメモして 
ください。 「 DHCP サーバを參照」の場合は、チェックボックスに 
チェックしてください。 


▼確認したアドレスを記入してくださし、。 


□ 

DHCP サーバを参照 

□ 

次の IP アドレスを使う 

IP アドレス 


サブネットマスク 



③ [TCP/IP] タブで[設定:]から[手入力]を選択します。 

④ 一時的に IP ァドレスを変更します。 

IP アドレス： 192. 168. 0.3 
サブネットマスク： 255. 255. 255. 0 

⑤ [今すぐ適用]ボタンをクリックします。 
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② IP アドレスを設定する 



eutftlrtk, !hc( 

EUitrnc(7 ドレス TOiOJ^SlOSiS?:^ 

⑤クリック I __ 


( パぐ 3 い ! ょ ■ ンュ T *!4^J 二 ! 5;， _J _■ ク レ J f , ^ 叶すぐ ■ 叫 


3 画面を閉じて、いったんパソコンを再起動します。 


【③設定画面を開く】 （37 ページ） へお進みください。 
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② IP アドレスを設定する 

( Mac OS ( Classic ) で IP アドレスを設定する ） 

/ [アップル メニュー]—[コン ト ロー ルパネル]内の 
[ TCP / IP ] をクリックします。 

2 設定用パソコンの ip アドレスなどを確認 ■ 設定します。 

①現在の経由先、 ip アドレス、サブネットマスクを確認しメモしま 
す。後で、現在の ip アドレスに戻す必要がありますので、必ずメモ 
してください。 「 DHCP サーバを参照」の場合は、チェックボックス 
にチェックしてください。 

▼確認したアドレスを記入してください。 


□ 

DHCP サーバを参照 

□ 

次の IP アドレスを使う 

IP アドレス 


サブネットマスク 



② [経由先]で [ Ethernet ] を選択します 0 

③ [設定方法]で[手入力]を選択します。 

④ 一時的に IP ァドレスを変更します。 

IP アドレス： 192.168. 0.3 
サブネットマスク： 255. 255. 255.0 


③選択 


④変更 


1 


設定方法 f 

1手入力 ▼ 1 

ン 





j ip アド•レス： 

192.168 .0.3 

ン ^ 


V ブネットマスク： 

255.255 .255.0 



ルータアド•レス： 




ネームサーパアド•レス： 



2 ) 


3 画面を閉じて、いったんパソコンを再起動します。 

【③設定画面を開く】 （37 ページ）へお進みください。 
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/ Web ブラウザを起動して以下を開きます。 

rhttp 7 / 192 . 168 . 0 . 201 /」 


http ：//1 92.168.0.201/ 

を入力し、 

[ Enter ] キーを 押す 





サーパーが見:： t がり走 is ん- 


77ィル© ^(£>紀敁 

〇 凶^]® 


^http://1 9£.1 


63.0.£01 ^ 


上記 IP アドレスは、本製品内部にある設定画面を呼び出す IP アドレスです。 

本製品がパソコンに LAN 接続されていれば（インターネットに接続されていなく 
ても）呼び出すことができます。 


2 以下の画面が表示されますので、下記のように入力して、 
[ OK ] ボタンをクリックします。 

ユーザー名 ： admin 

パスワード： （入力なし） 




上記の画面が表示されない場合は… 

=>【困った時には】内の110ページをご覧くださし、。 




パスワードは管理者以外が設定できないようにしたり、誤って設定したりするこ 
とを防ぐためのものです。出荷時のパスワードは、後で変更することをおすすめ 
します。変更方法の詳細は、93ページを参照してください。 
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③設定画面を開く 


3 以下の画面が表示された場合は、内容を確認後、 
ボタンをクリックします。 



[はい] 


設定画面が表示されます。 

この画面から各種設定を行います。 

▼設定画面 


「10 DATA I 

54 Mbps Wireless LAN 


WN - G 54 /A 

設定メニュー 
I ステータス ^ 

アドレス設定 
高度な設定 
MAC フィルター 
メン手ナンス 
パスワード 

無線設定ウィザード 


r ステータス:各種情報を表示します。 



ファームウエアノ ^^^ 

1 .00 Thes. 15 Apr 2004 

有》ボート 

MAC アドレス 

OO-AO-BO-OO-OO-10 

IP アドレス 

192.168 .0.2 01 

9•ブネ•分マスク 

255.255 .255.0 

デフオルトゲ_トウエイ 

0.0.0.0 

送信敢 

12345 

受信敢 

12345 

jSttLAN 

無软モード 

AP モード 

SSID 

default 


6 

暗号化 

戀劾 

送信致 

12345 

受信数 

12345 



接統轄固 

無琪描末 

Apr/22/2004 15:00:00 

00-AD-B0-00-00-01 

Apr/22/2004 15:00:01 

00-A0-B0-00-00-02 

Apr/22/2004 15:00:02 

00-A0-B0-00-00-03 


【モード別の設定をする】 （39 ページ）へお進みください。 
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モード別の設定をする 


モードにより設定方法が異なります。用途に合ったモードを選択し、設定して 
ください。各モードの説明については、【モードについて】 （12 ページ）をご覧 
ください。 


AP モードで使ろ 


本製品を AP モードで使用する場合の設定方法を説明します。 

40ページ 


メディアコンバーターモードで使う 

本製品をメディアコンバーターモードで使用する場合の設定方法を説明 
します。 

(]3^ 51ページ 


リピーターモードで使ろ 


本製品をリピ_夕_モードで使用する場合の設定方法を説明します。 

57ぺージ 

シングルブリッジモードで使う 

本製品をシングルブリッジモードで使用する場合の設定方法を説明しま 
す。 

64ぺージ 

マルチブリッジモードで使ろ 

本製品をマルチプリッジモードで使用する場合の設定方法を説明しま 
す。 

70ページ 
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AP モードの場合の設定方法を説明します。（無線設定ウイザードを使用して、 
設定します。） 


( ①設定内容を記入してください ） 

設定をスムーズに進めるために、ここであらかじめ設定内容を決めて、メモし 
てください。 

/本製品の SSID を決めます。 

半角英数32文字まで（太/小文字の区別あり）で、お好きな名前を付け 
てください。（初期値： default ) 

※初期値のままでもご利用いただけますが、安全のため、変更すること 
をおすすめします。 


▼確認した SSID を記入してくださし、。 

SSID F 



• SSID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 ( ID ) です。 SSID が一致していないと、そのネットワークには参加で 
きません。無線 LA 機器によっては、 SSID が ESSID と記載されている場合もあり 
ます。 


2 本製品のチヤンネルを決めます。 

1〜13 Gh で選択できます。（初期値： 6 ch ) 

チヤンネルの選び方については、【#2. 4 GHz 帯 （ IEEE 802.11 g / b ) の無 
線で選択するチヤンネル】 （76 ページ）を ご覧く ださい。 

▼決めたチヤンネルを記入してください。 

チヤンネノレ I 
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AP モードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 



3 暗号の種類を決めます。 


▼設定する暗号の種類にチェックを付けてくださしヽ。 


1 

[暗号化無し]…暗号化の設定をしません。 

※安全にご使用いただくために、暗号化機能を使用することを強くおすすめし 
ます。 

□ 

[ WEP] … WEP キーを利用した暗号化を行います。 

※無線 LAN アダプターが WEP に対応している必要があります。 

□ 

[ WPA - PSK] … Pre Shared Key を認証に利用した高度な暗号化を行います。 
※無線 LAN アダプターが WPA - PSK に対応している必要があります。 

□ 

[ WPA] … Radius サーバーを認証に利用した高度な暗号化を行います。 

※下の参考をご覧ください。 

□ 

[802.1 x / EAP] … Radius サーバーを認証に利用した暗号化を行います。 

※下の参考をご覧ください。 


■ 守■議 


•暗号の種類の選び方 

本製品と無線 LAN アダプターの暗号化の種類を一致させる必要があります。 

本製品と通信する無線 LAN アダプターが対応している暗号の種類を確認してく 
ださい。（詳しくは、無線 LAN アダプターの取扱説明書をご覧ください。） 

無線 LAN アダプターが [ WPA - PSK ] に対応している場合は、 WEP より高度な暗号化 
である [ WPA - PSK ] に設定することをおすすめします。無線 LAN アダプターが 
[ WEP ] のみに対応の場合は、 [ WEP ] に設定してください。 

• WPA とは 

WPA とは、 rwi-Fi Protected Access 」 の略で脆弱性が指摘される WEP に代わ 
る新しいセキュリティー規格です。 TKIP / AES という暗号化方式を利用してい 
ます。 TKIP とは 、 (Temporal Key Integrity Protocol ) という暗号化方式 
で、一定時間ごとに鍵を更新し、1つの暗号鍵を長い期間、共有して使う WEP 
と比べてより安全な通信が可能となりました。 

• [ WPA ] および [802.1 x / EAP ] について 

これらは、 Radius 認証サーバーを使用した高度な認証方式で、企業など特に高度な 
セキュリティーが必要な場合に使用します。この機能の運用には別途 Radius 認証 
サーバーと電子証明書発行サーバーの構築が必要になります。これらの仕組みを理 
解した上での運用が必要になりますので、通常は [ WEP ] や、 [ WPA - PSK ] を使用しての 
セキュリティー強化を行ってください。 
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AP モードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 


選択した暗号の種類によって、暗号キーなどを決めます。 

WEP 以外を選択した場合は、次ページ以降をご覧ください。 


で 【 WEP 】 を選択した場合の設定内容 


キーの長さ 

[64(40) ビット] [128(104) ビット] 
[152(128) ビット] 

キーの 種類 

[16 進数] [ ASCII 文字] 

認証方式 

[Open System 」 [Shared Key 」 

テフオノレトキ—— 

(キ ー1) 



※キー2〜4は通常使用しません。（設定の必要はありません。） 


項目 


説明 


キーの長さ 


64(40) ビット：送受信するデータを64ビット暗号化します。 

128(104) ビット：送受信するデータを128ビット暗号化します。 
152(128) ビット：送受信するデータを152ビット暗号化します。 

※巧？ビット暗号化は IEEE 802. 11規格で定義されている機能ではなく、 

本製品独自の規格です。通信相手の無線 LAN アダプターも対応している 
必要があります。 


キーの 種類 


16進数： 〇〜9または A 〜 F の文字列を入力します。 
ASCII :半角英数字を入力します。 


暗号化認証方式 


Open System :開放型認証方式 
Shared Key :共有型認証方式 


[キーの長さ][キーの種類]を確認し、下記の文字数でデフオルトキー 
を決めてください。 


デフオルトキー 



ASCII 

16進数 

64(40) ビット 

5文字 

10文字 

128(104) ビット 

13文字 

26文字 

152(128) ビット 

16文字 

32文字 


無線 LAN アダプターなど通信相手側も同じ暗号キーの種類で設定する 
必要があります。 


設定を決定したら、【② AP モードの設定をする】 （45 ページ)へお進みください。 
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AP モードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 


で 【 WPA - PSK 】 を選択した場合の設定内容 


TKIP/AES 

[TKIP] [AES] 

Pre Shared Key 



項目 

説明 

TKIP/AES 

無線 LAN アダプターの対応をご確認の上、選択してください。 

TKIP :送受信するデータを TKIP 方式で暗号化します。 

AES :送受信するデータを AES 方式で暗号化します。 （ TKIP より高度 

な暗号化です。） 

Pre Shared Key 

Pre Shared Key を8〜63文字の半角英数字で入力します。 


設定を決定したら、【② AP モードの設定をする】 （45 ページ)へお進みください 


【 WPA 】 を選択した場合の設定内容 


TKIP/AES 

[TKIP] [AES] 

認証サ バ 


認証ポート番号 


Shared Secret 


ライフタイム 

[1 日 ] [8 時間 ] [1 時間 ] 

[30 分] [1 5 分] [5 分] 


項目 

説明 

TKIP/AES 

無線 LAN アダプターの対応をご確認の上、選択してください。 

TKIP :送受信するデータを TKIP 方式で暗号化します。 

AES :送受信するデータを AES 方式で暗号化します。 （ TKIP より高度 

な暗号化です。） 

認証サーバー 

Radi us 認証サーバーの1 P アドレスを入力します。 

認証ポート番号 

Radius 認証サーバーのポート番号を入力します。 

Shared Secret 

Radius 認証サーバーで入力した Shared Secret を入力します。 

ライフタイム 

認証の有効な期間を選択します。 

設定を決定したら、【② AP モードの設定をする】 （45 ページ)へお進みください。 
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AP モードで使う 


( ①設定内容を記入してください（つづき) 


手順5で [802.1 x / EAP ] を選択した場合の設定内容 


認証サ ハ 


認証ポート番号 


Shared Secret 


ライフタイム 

[1日] [8 時間] [1 時間] 

[30 分] [15 分] [5 分] 


項目 

説明 

認証サーバー 

Radi us 認証サーバーの1 P アドレスを入力します。 

認証ポート番号 

Radius 認証サ バ のポ 卜番号を入力します。 

Shared Secret 

Radius 認証サーバーで入力した Shared Secret を入力します。 

ライフタイム 

認証の有効な期間を選択します。 


設定を決定したら、【② AP モードの設定をする】 （45 ページ)へお進みください。 
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AP モードで使う 


② AP モードの設定をする 



37ページの【③設定画面を開く】で開いた 
設定画面にて、[無線設定ウィザード]ボ 
タンをクリックします。 


無線設定ウイザード 


無線設定ウイザードが起動します。 


2 [ AP モード]を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 


①選択 


/， 無線設定ウイザ —F 


線訣定ウイザードを利用す6ことによ 1 無線 LAN に関する訣定を行います。 


(〇 AP モ-卜つ 

本袈品の有 


動怍モレドを選択して〈ださ L -\。 


AN ポートに ADSL モデムやルータなどを接続して、アクセスボイント 
として使用します。 

* メディアコンパーターモード 

有線 LAN ボートを搭裁した棵器に接続し、アクセスポイントに掊続できるようにしま 


• U ビーターモード 

本製品の AP モードと無棵 LAN 喘末との間に設罟し、本製品の AP モードと無線 LAN 
端末の通信を中粃する埸含に使用します。 

»シングルブリッジモード 

有線 LAN 間の通信を無棵 LAN で掊続することが可能になります。本製品を2台使用 
してブリッジを椎成する埸含に使用します。 

• マルチブリッジモード 

有線 LAN 間の通信を無棵 LAN で掊続することが可能になります。本製品を3台以上 
使用してブリッジを構成する埸合に使用します。 


②クリック 


へ〉 flM じる 
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AP モードで使う 


② AP モードの設定をする（つづき) 


3 無線の設定をします。 

①【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で記入した [SS ID ]、 
[チヤンネル]を設定し、残りの項目も設定します。 


SSID 通知 

有効： SS ID の存在を本製品と通信する無線 LAN アダプター 
に通知します。 

無効： SS ID の存在を本製品と通信する無線 LAN アダプター 
に通知しなくなります。無線 LAN アダプター側で 

SSID が検出されなくなり、 SSID を ANY とする接続を 
拒否できます。 

SuperG モード 

有効：従来の IEEE 802.1 1 g 無線 LAN を高速化します。 

※SuperG モードを使用する場合は、無線 LAN アダプ 
夕 _ も SuperG モードに対応している必要があり 


ます。 

無効： SuperG モードを使用しません。 


②【①設定内容を記入してください】で決めた[暗号化の種類]を選択 


します。 


③[次へ]ボタンをクリックします。 
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AP モードで使う 


② AP モードの設定をする（つづき) 


4, 暗号の設定をします。 

【①設定内容を記入してください】で選択した暗号化の種類に応じて設 
定してください。 

[暗号化無し]を選択した場合は、手順 5 へお進みください。 


^ 【 WEP 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた[キーの長さ]、 
[キーの種類]、[認証方式]を設定します。 

② [1] を選択し、【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた 
[デフオルトキー]を [1] の横の枠に入力します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 

手順 5 (50 ページ）へお進みください。 



①設定 


②選択し、 
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AP モードで使う 



② AP モードの設定をする（つづき) 



=» 【 WPA - PSK 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた値を設定します。 

② 確認のため、 [ Key の再入力]に Pre Shared Key を再入力します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 

手順 5 (50 ページ）へお進みください。 



=» 【 WPA 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた値を設定します。 

② [次へ]ボタンをクリックします。 

手順 5 (50 ページ）へお進みください。 



①設定 


②クリック 
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② AP モードの設定をする（つづき) 


AP モードで使う 


=» [802.1 x / EAP ] を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた値を設定します。 

② [次へ]ボタンをクリックします。 

手順5へお進みください。 
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AP モードで使う 



② AP モードの設定をする（つづき) 


5 [完了]ボタンをクリックします。 



ク I 」ック 



6 [閉じる]ボタンをクリックします。 



7 本製品と通信する無線 LAN アダプターの設定を、本製品の設 
定にあわせます。 

設定内容は、【①設定内容を記入してください】 （40 ページ）で決めた 
rSSIDj 「チャンネル」「暗号化機能」です。設定方法は無線 LAN アダプ 
夕一の取扱説明書をご覧ください。 


これで無線 LAN 通信ができる状態になりました。 

設定が完了したら、パソコンの IP アドレスを元に戻してください。 

( 【② IP アドレスを設定する】 （25 ベージ）の手順をご参考ください。） 



設定したのに無線通信できない場合は… 

=>【困った時には】 （119 ページ）をご覧ください。 
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メディアコンバーターモードで使う 


メディアコンバータ_モ_ドの場合の設定方法を説明します。（無線設定ウィ 
ザードを使用して、設定します。） 


_ CU 設疋内谷を p 己八し C く 7こさし、_ 

設定をスムーズに進めるために、ここであらかじめ設定内容をメモしてくださ 
い0 


/通信相手の SS ID を確認します。 

通信相手のアクセスポイントに設定されている SSID をご確認ください。 
半角英数32文字まで（太/小文字の区別あり）となります。 

(初期値: default ) 

▼確認した SSID を記入してください。 _ 

SSID ] 

• SSID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 ( ID ) です。 SSID が一致していないと、そのネットワークには参加で 
きません。無線 LA 機器によっては、 SSID が ESSID と記載されている場合もあり 
ます。 


2 暗号の種類を確認します。 

通信相手のアクセスポイントの設定と合わせてください。 


▼設定する暗号の種類にチェックを付けてくださしヽ。 


H 

[暗号化無し]…暗号化の設定をしません。 

※安全にご使用いただくために、暗号化機能を使用することを強くおすすめし 
ます。 

□ 

[ WEP ] … WEP キーを利用した暗号化を行います。 

※無線通信するアクセスポイントが WEP に対応している必要があります。 
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メディアコンバーターモードで使う 

( ①設定内容を記入してください（っづき） 

3 [WEP] を選択した場合は、暗号キーなどを決めます。 

通信相手のアクセスポイントの設定と合わせてください。 


で 【 WEP 】 を選択した場合の設定内容 


キーの長さ 

[64(40) ビット] [128(104) ビット] 
[152(128) ビット] 

キーの 種類 

[16 進数] [ASCII 文字] 

認証方式 

[Open System 」 [Shared Key 」 

テフオノレトキ—— 

(キ ー1) 



※キー 2 〜 4 は通常使用しません。（設定の必要はありません。） 


項目 


^—の灰さ 


キーの 種類 


暗号化認証方式 


_ mm _ 

64(40) ビット：送受信するデータを64ビット暗号化します。 

128(104) ビット：送受信するデータを128ビット暗号化します。 
152(128) ビット：送受信するデータを152ビット暗号化します。 

※巧？ビット暗号化は IEEE 802. 11規格で定義されている機能ではなく、 

本製品独自の規格です。通信相手の無線 LAN アダプターも対応している 
必要があります。 _ 

16進数： 〇〜9または A 〜 F の文字列を入力します。 

ASCII : 半角英数字を入力します。 _ 

Open System :開放型認証方式 

Shared Key : 共有型認証方式 _ 

[キーの長さ][キーの種類]を確認し、下記の文字数でデフオルトキー 
を決めてください。 


デフオルトキー 



ASCII 

16進数 

64(40) ビット 

5文字 

10文字 

128(104) ビット 

13文字 

26文字 

152(128) ビット 

16文字 

32文字 


無線 LAN アダプターなど通信相手側も同じ暗号キーの種類で設定する 
必要があります。 


設定を決定したら、 53 ページへお進みください。 
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メディアコンバーターモードで使う 


②メデイアコンバーターモードの設定をする 


無線設定ウイザー 


/ 37ページの【③設定画面を開く】で開いた 
設定画面にて、[無線設定ウィザード]ボ 
タンをクリックします。 

無線設定ウイザードが起動します。 


2 [メディアコンバーターモ _ ド]を選択し、[次へ]ボタン 
をクリックします。 


①選択 


激定ウイザードを利用することによ 1 無線 LAN に関する設定を行います。 


動作 モードを選択してください。 

AP モート- 

^ 製品の有線 LAN ポ ー H こ ADSL モデムやルー タなどを掊続して、 アクセスポイント 
，て使用します。 

0 ^ -\ 

メディアコンパーターモード j 

保 lhn ポート也 k 赫 u こ柚詒 ir 接続し、アクセスポイントに接続でき亡ようにしま 


きリビーターモード 

本製品の AP モードと無線 LAN 喘末との間に設蚩し、本製品の AP モードと無線 LAN 
端末の通信を中継する埸合に使用します。 

m シンヴルブリッジモード 

有線 LAN 間の通信を無線 LAN で接続することが可能になります。本製品を2台使用 
してブリッジを構成する埸合に使用します。 

»マルチゴリッジモード 

有線 LAN 間の通信を無線 LAN で接続することが可能になリます。本製品を3台以上 
使用してプリッジを椎成する埸含に使用します。 


②クリック 


( T 次へ> /閉じる 
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メディアコンバーターモードで使う 


メデイ アコ ンバ' ー タ ーモー ドの設定を3 〇 (っづき)） 


3 無線の設定をします。 

①【①設定内容を記入してください】 （51 ページ）で記入した [ SSID ] を設 


定し、残りの項目も設定します。 


SuperG モード 


有効：従来の IEEE 802.1 1 g 無線 LAN を高速化します。 

※ SuperG モードを使用する場合は、接続先のァク 
セスポイントも SuperG モードに対応している必 
要があります。 

無効： SuperG モードの機能を使用しません。 


②【①設定内容を記入してください】 （51 ページ）で決めた[暗号化の種 


類]を選択します。 


③[次へ]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザ。ド… 


①設定 

* — 


SuperG モード 


②選択 


，有幼 •無効 


暗号の種類を選択してぐ^さい。 


③クリック 


• M 暗号化無し 

B 音^化は行いません。 


WEP キーを利用した暗号化を行います。 


_ i [ T 欠へ〉||閉じる 


[ SSID ] の[検索]ボタンをクリック 
すると、 SSID を通知しているアク 
セスポイントを自動検索します。 
この画面で表示されたアクセスポ 
イントを選択し、[選択]ボタンを 
クリックしてから[閉じる]ボタン 
で画面を閉じると、 SSID などが自 
動で入力されます。 


▼画面例 



※検索に時間がかかる場合は、 SSID を 
手入力してください。 
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メディアコンバーターモードで使う 

(②メ 丁インコンパ'—夕ーモードの設定を9 〇 (っづき)） 
4 暗号の設定をします。 

【①設定内容を記入してください】 （51 ページ）で選択した暗号化の種類 
に応じて設定してください。 

[暗号化無し]を選択した場合は、手順5へお進みください。 


^ 【 WEP 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （51 ページ）で決めた[キーの長さ]、 
[キーの種類]、[認証方式]を設定します。 

② [1] を選択し、【①設定内容を記入してください】 （51 ページ）で決めた 
[デフオルトキー]を [1] の横の枠に入力します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 



②選択し、 
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メディアコンバーターモードで使う 


(②メ 丁ィ/」ン バータ ーモー トの設定を芎る (っ づき） 
B [完了]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザード 


ク I 」ック 


スタート—メディアコンパ'-ターモード —WEP — 完了 


無線に関する設定は完了しました。[完了]ボタンをクリックしてください。設定を保存し 
て再起動)します。 


|< 戻る完了 ■「 


6 [閉じる]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザ^ド/ 


ク I 」ック 


設定を保存して再起勒しました。[閉じる]ボタンをクリックしてください。無線設定ウィ 
ザードを終了します。 


7パソコンの ip アドレスを設定前にメモした値に戻します。 

【② IP アドレスを設定する】 （25 ページ）の手順をご参考ください。 

8 設定用パソコンから本製品を通して他の無線 LAN アダプター 
搭載パソコンなどに接続できることを確認します。 

通信先でインターネットに接続可能％な場合は、設定用パソコンから無線 
でインターネットに接続できることをご確認ください。 

または、他のパソコンなどにアクセスできることをご確認ください。 
※無線アクセスポイントにブロードバンドルーターが接続されているか、無線アクセス 
ポイント機能付きのブロードバンドルーターを使用する必要があります。 

これで無線 LAN 通信ができる状態になりました。本製品の LAN ポートと 、 LAN 
ポートを持つ他の機器を、 LAN ケーブルで接続します。 

他の機器とは、パソコン、ゲーム機、 LAN ポートを持つ DVD _HD レコー ダーなど 
のことです。 



設定したのに無線通信できない場合は… 

=>【困った時には】 （119 ページ）をご覧くださし、。 
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リピーターモードで使 o 


リピータ_モ_ドの場合の設定方法を説明します。（無線設定ウィザードを使 
用して、設定します。） 

( ①設定内容を記入してください ） 

設定をスムーズに進めるために、ここであらかじめ設定内容をメモしてくださ 
い0 


/通信相手の SSID を確認します。 

通信相手のアクセスポイントに設定されている SSID をご確認くださし、。 
半角英数32文字まで（太/小文字の区別あり）となります。 

(初期値: default ) 

▼確認した SSID を記入してください。 

ISS ID f 



• SSID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 ( ID ) です。 SSID が一致していないと、そのネットワークには参加で 
きません。アクセスポイントによっては、 SSID が ESSID と記載されている場合 
もあります。 


2 通信相手のチヤンネルを確認します。 

通信相手のアクセスポイントに設定されている SSID をご確認くださし、。 
1〜13 Gh で選択できます。 

▼確認したチヤンネルを記入してください。 

チヤノネノレ 1 
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リピーターモードで使う 


Q _①設定内容を記入してください（つづき) 

3 暗号の種類を確認します。 

通信相手のアクセスポイントの設定と合わせてください。 


▼設定する暗号の種類にチェックを付けてくださしヽ。 


■ 

[暗号化無し]…暗号化の設定をしません。 

※安全にご使用いただくために、暗号化機能を使用することを強くおすすめし 

ます。 

□ 

[ WEP ] … WEP キーを利用した暗号化を行います。 

※通信相手が WEP に対応している必要があります。 


4 [WEP] を選択した場合は、暗号キーなどを決めます。 

通信相手のアクセスポイントの設定と合わせてください。 


手順夕で 【 WEP 】 を選択した場合の設定内容 


キーの長さ 

[64(40) ビット] [128(104) ビット] 
[152(128) ビット] 

キーの 種類 

[16 進数] [ASCII 文字] 

認証方式 

[Open System] [shared Key] 

キー 

キ ー 1 


キ ー2 


キ ー3 


キ ー4 



※キー2〜4は通常使用しません。 
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リピーターモードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 


項目 


説明 


キーの長さ 


64(40) ビット：送受信するデータを 64 ビット暗号化します。 

128(104) ビット：送受信するデータを 128 ビット暗号化します。 
152(128) ビット：送受信するデータを 152 ビット暗号化します。 

※巧？ビット暗号化は IEEE802. 11 規格で定義されている機能ではなく、 

本製品独自の規格です。通信相手の無線 LAN アダプターも対応している 
必要があります。 


16 進数： 〇〜 9 または A 〜 F の文字列を入力します。 
ASCII :半角英数字を入力します。 




ASCII 

16 進数 

キーの 種類 i 

64b it 

5 文字 

10 文字 


128bit 

13 文字 

26 文字 


152bit 

16 文字 

32 文字 


通信相手側と同じ暗号キーを入力する必要があります。 


認証方式 


Open System :開放型認証方式 
Shared Key :共有型認証方式 


設定を決定したら、60ページへお進みください。 
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リピーターモードで使う 



②リピ 夕 モ ドの設定をする 


37ページの【③設定画面を開く】で開いた 
設定画面にて、[無線設定ウィザード]ボ 
タンをクリックします。 


無線設定ウイザード 


無線設定ウイザードが起動します。 


2 [リピーターモード]を選択し、[次へ]ボタンをクリック 
します。 
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リピーターモードで使う 


Q ② リピーターモードの設定をする (っづき) 


3 無線の設定をします。 

① 【①設定内容を記入してください】 （57 ページ）で記入した [ SSID ]、 
[チャンネル]を設定します。 

② 【①設定内容を記入してください】 （57 ページ）で確認した[暗号化の 
種類]を選択します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 



[ SSID ] の[検索]ボタンをクリック 
すると、 SSID を通知しているアク 
セスポイントを自動検索します。 
この画面で表示されたアクセスポ 
イントを選択し、[選択]ボタンを 
クリックしてから[閉じる]ボタン 
で画面を閉じると、 SSID などが自 
動で入力されます。 



▼画面例 


• /- アクセスポイントの検索/- 

BSSID 


暗号化 ch 

擊 00-A0-B0-00-00-01 

wng54a_1 

Yes 1 

• 00-A0-B0-00-00-02 

wng54a_2 

Yes 6 

参 00-A0-B0-00-00-03 

wng54a_3 

Yes 11 


※検索に時間がかかる場合は、 SSID を 
手入力してください。 
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リピーターモードで使う 


( ②リヒ 夕 モ ドの設之する (っ づき） 

4 暗号の設定をします。 

【①設定内容を記入してください】 （57 ページ）で選択した暗号化の種類 
に応じて設定してください。 

[暗号化無し]を選択した場合は、手順 5 へお進みください。 


^ 【 WEP 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （57 ページ）で決めた値を設定しま 
す。 

② デフオルトキーを選択します。（通常は1を選択します。） 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 



②選択 
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リピーターモードで使う 


( ②リヒ 夕 モ ドの設之する (っづき) 

5 [完了]ボタンをクリックします。 



クリック 


6 [閉じる]ボタンをクリックします。 



これで無線 LAN 通信ができる状態になりました。 

設定が完了したら、パソコンの IP アドレスを元に戻してください。 

( 【② IP アドレスを設定する】 （25 ベージ）の手順をご参考ください。） 



無線通信できていない場合は… 

=>【困った時には】 （119 ページ）をご覧くださし、。 
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シングルブリッジモードで使〇 


シングルブリツジモードの場合の設定方法を説明します。（無線設定ウィザー 
ドを使用して、設定します。）このモードを利用するためには、別途、通信相 
手側の WN - G 54/ A をご用意ください。（通信相手の WN - G 54/ A も、下記と同じ設定 
をする必要があります。） 

_①設定内容を記入してください_ 

設定をスムーズに進めるために、ここであらかじめ設定内容をメモしてくださ 
い0 


/通信相手となる WN - G 54/ A の MAC アドレスを確認します。 

通信相手の WN - G 54/ A の MAC アドレスをご確認ください。 

WN - G 54/ A の MAC アドレス （ “00 A 0 B 0” で始まる12桁の英数字）は製品下面 
に貼付してあります。 

▼確認した MAC アドレスを記入してください。 

MAC アドレス f 


2 チヤンネル決めます。 

1〜13 Gh で選択できます。（初期値： 6 ch ) 

通信相手の WN - G 54/ A の設定と合わせてください。 

詳しくは、【#2. 4 GHz 帯 （ IEEE 802.11 g / b ) の無線で選択するチヤンネ 
ル】 （76 ページ）をご覧ください。 

▼決めたチヤンネルを記入してください。 

チヤン不ノレ 

3 暗号の種類を決めます。 

通信相手の WN - G 54/ A の設定と合わせてください。 


▼設定する暗号の種類にチェックを付けてくださしヽ。 


H 

[暗号化無し]…暗号化の設定をしません。 

※安全にご使用いただくために、暗号化機能を使用することを強くおすすめし 
ます。 

□ 

[ WEP ] … WEP キーを利用した暗号化を行います。 
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シングルブリッジモードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 


4 [ WEP ] を選択した場合は、暗号キーなどを決めます。 

通信相手のアクセスポイントの設定と合わせてください。 


で 【 WEP 】 を選択した場合の設定内容 


キーの長さ 

[64(40) ビット] [128(104) ビット] 
[152(128) ビット] 

キーの 種類 

[16 進数] [ ASCII 文字] 

認証方式 

[Open System 」 [Shared Key 」 

テフオノレトキ—— 

(キ ー 1 ) 



※キ_2〜4は通常使用しません。（設定の必要はありません。） 


項目 


説明 


キーの長さ 


64(40) ビット：送受信するデータを64ビット暗号化します。 
128(104) ビット：送受信するデータを128ビット暗号化します。 
152(128) ビット：送受信するデータを152ビット暗号化します。 
※巧？ビット暗号化は IEEE 802. 11規格で定義されている機能ではなく、 
本製品独自の規格です。 


キーの種類 


16進数： 〇〜9または A 〜 F の文字列を入力します。 
ASCII :半角英数字を入力します。 


暗号化認証方式 


Open System :開放型認証方式 
Shared Key :共有型認証方式 


[キーの長さ][キーの種類]を確認し、下記の文字数でデフオルトキー 
を決めてください。 


デフオルトキ _ 



ASCII 

16進数 

64(40) ビット 

5文字 

10文字 

128(104) ビット 

13文字 

26文字 

152(128) ビット 

16文字 

32文字 


無線 LAN アダプターなど通信相手側も同じ暗号キーの種類で設定する 
必要があります。 


設定を決定したら、66ページへお進みください。 
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シングルブリツジモードで使う 

( ②ンノクルブリツンモ——ドの設 *2： する ノ 

/ 37ページの【③設定画面を開く】で開いた 
設定画面にて、[無線設定ウイザード]ボ 
タンをクリツクします。 

無線設定ウイザードが起動します。 


無線設定ウイザ ー 


2 [シングルブリッジモード]を選択し、[次へ]ボタンをク 
リックします。 


無線設定ウイザニド/ ■ 


無線設定ウィザードを利用することによ 1 無線 LAN に関する設定を行います。 


①選択 


動作モードを選択してください。 

AP モード 

製品の有線 LAN ボ ー H こ ADSL モデムやルータなどを接続して、アクセスポイント 
て使用します。 

メディアコンパーターモード 

有線 LAN ポートを搭栽した棵器に接続し、アクセスポイントに接続できるようにしま 


リビーターモード 

本製品の AP モードと無線 LAN 喘末との間に設罟し、本製品の AP モードと無線 LAN 
^ 末の ilf 言を中維す6埸合に使用 します。 

シンヴルブリッジモード ) 

有線 LAN 間の通信を無線 LANT 掊続することが可能になリます。本製品を2台使用 
してゴリッジを構成する埸合に使用します。 

»マルチゴリッジモート_ 

有線 LAN 間の通信を無線 LANT 掊続することが可能になリます。本製品を3台以上 
_ __ジを描成する埸合に使用します。 



( T 次へ > 】閉じる 
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シングルブリッジモードで使う 


( ② シングルブリッジモードの設定をする (っづき） ) 


3 無線の設定をします。 

① 【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で記入した [ MAC アドレ 
ス]、[チヤンネル]を設定します。 

② 【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で決めた[暗号化の種 
類]を選択します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 


スタ'-卜—： 



んハ 無線設定ウイザ‘ド/ 


< 無線に関する設定をしてください。 

MAC ァドレ 1 5^ | 
チヤンネル I 

※相手 側の MAC アドレスを入力してください。 

D | ( Domain ：) 


ヒ _ 


暗号の種類を選択してください 


号化無し 

_'ラいません。 

IwEP 

WEP キーを利用した暗号化を行います。 


|、庆〇 


次へ〉1|閉じる 


な 暗号の設定をします。 

【①設定内容を記入してください】 （64 ベージ）で選択した暗号化の種類 
に応じて設定してください。 

[暗号化無し]を選択した場合は、手順5へお進みください。 


^ 【 WEP 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で決めた[キーの長さ]、 
[キーの種類]、[認証方式]を設定します。 

② [1] を選択し、【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で決めた 
[デフオルトキー]を [1] の横の枠に入力します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 
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シングルブリッジモードで使う 


I ②シングルブリツジモードの設定をする (っ づき)_ ) 



5 [完了]ボタンをクリックします。 



クリック 


6 [閉じる]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザ-ドノ 


ク I 」ック 


設定を保存して再起動)しました。[閉じる]ボタンをクリックしてください。無線設定ウィ 
ザードを終了します。 
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シングルブリッジ モー ドで使う 


( ② シングルブリッジモードの設定をする (っづき） ) 

7 既存の LAN と本製品の LAN ポートを LAN ケーブルで接続しま 
す。その後、 AC アダプターを接続して電源を入れます。 

8 通信相手の WN - G 54/ A にも、同じシングルブリッジモードの 
設定をします。 


これで無線 LAN 通信ができる状態になりました。 

設定が完了したら、パソコンの IP アドレスを元に戻してください。 

( 【② IP アドレスを設定する】 （25 ページ）の手順をご参考ください。） 



設定したのに無線通信できない場合は… 

=>【困った時には】 （119 ページ）をご覧くださし、。 
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マルチブリッジモードで使う 


マルチプリツジモードの場合の設定方法を説明します。（無線設定ウイザード 
を使用して、設定します。）このモードを利用するためには、別途、通信相手 
側の WN - G 45/ A をご用意ください。（通信相手の WN - G 54/ A で、下記と同じ設定を 
する必要があります。） 


_ CU 設疋内谷を p 己八し C く 7こさし、_ 

設定をスムーズに進めるために、ここであらかじめ設定内容をメモしてくださ 
い0 


/ チヤンネル決めます。 

1〜13 ch で選択できます。（初期値： 6 ch ) 

通信相手の WN - G 54/ A の設定と合わせてください。 

詳しくは、【#2. 4 GHz 帯 （ IEEE 802.11 g / b ) の無線で選択するチヤンネ 
ル】 （76 ページ）をご覧ください。 

▼確認したチヤンネルを記入してください。 

ナヤンネノレ f 


2 暗号の種類を決めます。 

通信相手の WN - G 54/ A の設定と合わせてください。 


▼設定する暗号の種類にチェックを付けてくださしヽ。 


1 

[暗号化無し]…暗号化の設定をしません。 

※安全にご使用いただくために、暗号化機能を使用することを強くおすすめし 
ます。 

□ 

[ WEP ] … WEP キーを利用した暗号化を行います。 
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マルチブリッジモードで使う 


①設定内容を記入してください（つづき) 


3 [WEP] を選択した場合は、暗号キーなどを決めます。 

通信相手の WN - G 54/ A の設定と合わせてください。 


で 【 WEP 】 を選択した場合の設定内容 


キーの長さ 

[64(40) ビット] [128(104) ビット] 
[152(128) ビット] 

キーの 種類 

[16 進数] [ASCII 文字] 

認証方式 

[Open System 」 [Shared Key 」 

テフオノレトキ—— 

(キ ー1) 



※キー2〜4は通常使用しません。（設定の必要はありません。） 


項目 


説明 


キ _ の長さ 


64(40) ビット：送受信するデータを64ビット暗号化します。 
128(104) ビット：送受信するデータを128ビット暗号化します。 
152(128) ビット：送受信するデータを152ビット暗号化します。 
※巧？ビット暗号化は IEEE 802. 11規格で定義されている機能ではなく、 
本製品独自の規格です。 


キーの 種類 


16進数： 〇〜9または A 〜 F の文字列を入力します。 
ASCII :半角英数字を入力します。 


暗号化認証方式 


Open System :開放型認証方式 
Shared Key :共有型認証方式 


[キーの長さ][キーの種類]を確認し、下記の文字数でデフオルトキー 
を決めてください。 


デフオルトキー 



ASCII 

16進数 

64(40) ビット 

5文字 

10文字 

128(104) ビット 

13文字 

26文字 

152(128) ビット 

16文字 

32文字 


無線 LAN アダプターなど通信相手側も同じ暗号キーの種類で設定する 
必要があります。 


設定を決定したら、 72 ページへお進みください。 






























マルチブリッジモードで使う 

( ②マルチブリッジモードの設定をする ) 

/ 37ページの【③設定画面を開く】で開いた 
設定画面にて、[無線設定ウィザード]ボ 
タンをクリックします。 

無線設定ウィザードが起動します。 


無線設定ウイザー 


2 [マルチブリツジモード]を選択し、 
リックします。 


[次へ]ボタンをク 


無線設定ウイザニド/ ■ 


無線設定ウィザードを利用することによ 1 無線 LAN に関する設定を行います。 


①選択 


②クリック 


動作モードを選択してください。 

• AP モード 

本製品の有線 LAN ボ ー H こ ADSL モデムやルータなどを接続して、アクセスポイント 
として使用します。 

メディアコンパーターモード 

線 LAN ポートを搭栽した棵器に接続し、アクセスポイントに接続できるようにしま 

リビーターモード 

ホ製品の AP モードと無線 LAN 喘末との間に設罟し、本製品の AP モードと無線 LAN 
末の ilf 言を中維す6埸合 I こ使用します。 

シンヴルブリッジモード 
有線 LAN 間の通信を無線 LANT 掊続することが可能になリます。本製品を2台使用 
てゴリッジを椎成す5埸合に使用 します。 

マルチゴリッジモート- ) 

有線 LAN 間の通信を無線 LANT 掊続することが可能になリます。本製品を3台以上 
=+甲してヴリッジを描成する埸合に使用します。 
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マルチブリッジモードで使う 


( ② マルチプリツジモードの設定をする (っづき） ) 


3 無線の設定をします。 

① 【①設定内容を記入してください】 （70 ページ）で確認した[チヤンネ 
ル]を選択します。 

② 【①設定内容を記入してください】 （70 ページ）で決めた[暗号化の種 
類]を選択します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザ^ド 
, 1-^~~^ 1—；^ . 


無線に関する設定をしてくださ u 



4, 暗号の設定をします。 

【①設定内容を記入してください】で選択した暗号化の種類に応じて設 
定してください。 

[暗号化無し]を選択した場合は、手順5へお進みください。 


^ 【 WEP 】 を選択した場合 


① 【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で決めた[キーの長さ]、 
[キーの種類]、[認証方式]を設定します。 

② [1] を選択し、【①設定内容を記入してください】 （64 ページ）で決めた 
[デフオルトキー]を [1] の横の枠に入力します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 
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マルチブリッジモードで使う 


I ②マルチ プリ ツジモー ドの設定をする (っ づき) 



5 [完了]ボタンをクリックします。 



クリック 


6 [閉じる]ボタンをクリックします。 


無線設定ウイザ。ド' 


設定を保存して再起動)しました。[閉じる]ボタンをクリックしてください。無線設定ウィ 
ザードを終了します。 
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マルチブリッジモードで使う 


( ② マルチプリ ツジ モードの設定をする (つづき） J 

7 既存の LAN と本製品の LAN ポートを LAN ケーブルで接続しま 
す。その後、 AC アダプターを接続して電源を入れます。 

8 通信相手の WN - G 54/ A にも、同じマルチブリッジモードの設 
定をします。 


これで無線 LAN 通信ができる状態になりました。 

設定が完了したら、パソコンの IP アドレスを元に戻してください。 

( 【② IP アドレスを設定する】 （25 ページ）の手順をご参考ください。） 



設定したのに無線通信できない場合は… 

=>【困った時には】 （119 ページ）をご覧くださし、。 
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籲 2_4 GHz 帯 （ IEEE 802_11 g / b ) の無線で選択するチヤンネル 
2. 4 GHz 帯の無線では1〜13 ch まで選択できます。（一部製品では1〜14 ch まで） 
複数の無線ネットワークを使用する場合、隣り合ったチャンネルは、電波の帯域が 
重なるため通信にロスを生じます。 

電波到達範囲内で複数の無線ネットワークが存在する場合は、次ページの表をご覧 
になり、帯域が重ならないように設定することをおすすめします。 

また、 14 ch (2473 〜 2495 MHz ) は、 IEEE 802_11、 IEEE 802.11 b で使用されている可 
能性がありますので、重ならないように設定することをおすすめします。 

例）無線ネットワークが3つある場合は、それぞれ1,6,11チャンネルに設定 

▼無線 LAN チャンネルー覧 （2. 4 GHz 帯の場合） 

(例：1チヤンネルの場合、2401〜 2423 MHz の帯域を使用します。） 


1 チヤンネル 

6 チヤンネル 

11 チヤンネル 

2401 〜 2423 

2426 〜 2448 

2451 〜 2473 


2 チヤンネル 

7 チヤンネル 

12 チヤンネル 

2406 〜 2428 

2431 〜 2453 

2456 〜 2478 


3 チヤンネル 

8 チヤンネル 

13 チヤンネル 

2411 〜 2433 

2436 〜 2458 

2461 〜 2483 


4 - 

2400 MHz 


4 チヤンネル 

9 チヤンネル 


14 チヤンネル 

2416 〜 2438 

2441 〜 2463 


2473 〜 2495 


5チヤンネル 
2421 〜 2443 


10チヤンネル 
2446 〜 2468 


▲一部製品で使用可能 


- ► 

ISM バンド （ 丨 ndustrial ， Science，and Medical Band ) 2497 MHz 


▼(例）ある環境では 


無線ネットワーク① 

チヤンネル：1^ 

大きく 

重なる 

- - - 1^^ 

--- 

無線ネットワーク② 

^チヤンネル： 2 
& - ^ - 

全く ^ 
重ならない ^ 

無線ネットワーク③ 
^チヤンネル： 6 

メ^る 
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E 音号キー入力方式の異なる他社製品との暗号化について] 


本製品を含む WN シリーズでは、暗号キーとして 16 進コードでの暗号キー入 
力方式を採用していますが、他社製品には、 5 文字の英数字■記号で暗号 
キーを指定する方式や、文字列から 16 進コードへ変換する際、本製品と変換 
方式の異なる製品があります。 

これらの製品と暗号化を行う場合は、最初に英数字 ■ 記号の 5 文字で暗号 
キーに使用する文字列を決め、 16 進コードを入力できない他社製品はこの 5 
文字の文字列を入力します。 

WN シリーズや 16 進コードを入力可能な他社製品にはこの 5 文字の文字列を 
下記対応表に基づき、16進コードに変換したうえで入力することで通信可能 
となります。 

各文字と 16 進コードの対応については下記の表を参照してください。 

〈例〉文字で "WNG54" と設定している場合、 

16 進コードでは [57 4e 47 35 34] となります。 


文 

16 

字 

進 

! 

21 


22 

# 

23 

$ 

24 

% 

25 

& 

26 

7 

27 

( 

28 

) 

29 

木 

2a 

+ 

2b 


2c 

- 

2d 


2e 

/ 

2f 


文 

16 

字 

進 

? 

3f 

@ 

40 

A 

41 

B 

42 

C 

43 

D 

44 

E 

45 

F 

46 

G 

47 

H 

48 

1 

49 

J 

4a 

K 

4b 

L 

4c 

M 

4d 


文 

16 

字 

進 

0 

30 

1 

31 

2 

32 

3 

33 

4 

34 

5 

35 

6 

36 

7 

37 

8 

38 

9 

39 


3a 

; 

3b 

< 

3c 

= 

3d 

> 

3e 


文 

16 

字 

進 

N 

4e 

0 

4f 

P 

50 

Q 

51 

R 

52 

S 

53 

T 

54 

U 

55 

V 

56 

w 

57 

X 

58 

Y 

59 

Z 

5a 

[ 

5b 

¥ 

5c 


文 

16 

字 

進 

1 

6c 

m 

6d 

n 

6e 

0 

6f 

P 

70 

q 

71 

r 

72 

s 

73 

t 

74 

u 

75 

V 

76 

w 

77 

X 

78 

y 

79 

z 

7a 


文 

字 

16 

進 

{ 

7b 

1 

7c 

] 

7d 

〜 

7e 
























文 

16 

字 

進 

] 

5d 

八 

5e 

— 

5f 


60 

a 

61 

b 

62 

c 

63 

d 

64 

e 

65 

f 

66 

g 

67 

h 

68 

i 

69 

j 

6a 

k 

6b 
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本製品の設定画面各項目の説明をします。 


を確認する（ステータス) 


本製品の現在の状態（ステータス）を確認できます。 


丨 P アドレスを変更する（アドレス 


本製品の IP アドレスの設定などを行います。 


高度な設定をする(高度な 


無線に関する高度な設定を行います。 


[3^ 80ページ 


83ページ 


[ ttf " 84ぺージ 


MAC アドレス接続制限をする （ MAC フィルター） 


本製品に接続する無線 LAN 機器を MAC アドレスなどで制限できます。 

[ ttf " 86ページ 


本製品を管理する（メンテナンス） 


現在の設定の保存■復元、初期化、ファームウェアのバージョンアップを行 
います。 

88ページ 


パスワードを変更する(パスワード） 


本製品の管理者パスワードを設定します。 


(13" 93ページ 
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現在の状態を確認する(ステ-タス） 


本製品の現在の状態を確認することができます。 



ファームウェアパージヨン 

1 .00 Thes.15 Apr 2004 

有 a ボート 

※この画面は状態を表す一例です。 

MAC アドレス 

OO-AO-BO-OO-OO-1 0 

IP アドレス 

1 92.1 68.0.201 

サフネットマスク 

255.255.2550 

デフォルトゲートウェイ 

0.0.0.0 

送信致 

12345 

受信数 

12345 


_钱:不ート = 

AP モード 

SSID 

defcult 

チヤンネル 

6 

暗号化 

生效 

送信数 

12345 

受信敢 

12345 


接統時固 

s 该描末 

Apr/££/£004 15:00:00 

00-AD-B0-00-00-01 

Apr/22/2GG4 15:00:01 

00-AD-B0-00-00-02 

Apr/££/£004 15:00:02 

00-AD-B0-00-00-03 


▼有線ポート 

項目 

説明 

MAG アドレス 

本製品の MAC アドレスです。 

IP アドレス 

本製品の現在の IP アドレスです。 

初期値： 192.168. 0. 201 

サブネットマスク 

本製品の現在のサブネツトマスクです。 

初期値： 255. 255. 255.0 

デフオルトゲートウェイ 

本製品の現在のデフオルトゲートウェイです。 

送信数 

本製品の LAN ポートに送信したバケットの総数です。 

(単位：パケット） 

受信数 

本製品の LAN ポートで受信したバケツトの総数です。 

(単位：パケット） 
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現在の設定を確認する（ステータス） 


▼無線 LAN 


項目 

説明 

無線モ_ド 

現在、使用しているモードを表示します。 

( AP モード、メディアコンバーターモード、シングルブリッジ 
モード、マルチフリツンモート） 

SSID 

本製品の SSID です。 

チヤンネル 

本製品のチヤンネルです。 

暗号化 

現在の暗号化の種類を表示します。 

(無効、 WEP -64 bit 、 WEP -128 bit 、 WEP -152 bit 、802.1 x / EAP 、 
WPA - PSK 、 WPA ) 

送信数 

本製品の無線 LAN にて、送信したバケットの総数です。 

(単位：パケット） 

受信数 

本製品の無線 LAN にて、受信したバケットの総数です。 

(単位：パケット） 


ボタン 

: 説明 

ログの表示 

:ログを表示します。詳しくは次ページをご覧ください。 


項目 

: 説明 

接続時間 

! AP モード時、無線クライアントが接続した時間を表示します。 

接続端末 

: AP モード時、接続された MAC アドレスを表示します。 
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現在の設定を確認する（ステータス） 


グ 


[ログの表示]ボタンをクリックすると、ログを表示します。 


\ |「前©ページ I |[[]ヴをクリア f 惜報 ( D 更新 


B 寺間 メッセージ 

Apr/01 /20041 5:00:02 System started 

Apr/01 72004 1 5:00:01 AP 2.4GHz mode Ready. Channel ： 6 TxRate ： best SSID ： default 

Apr/01 72004 15 ： 00：00 Access point: default started at channel £l. 


ボタン 

説明 

最初のページ 

最初のページに移動します。 

最後のページ 

最後のぺ ジに移動します。 

前のページ 

前のページに移動します。 

次のページ 

次のページに移動します。 

ログをクリア 

ログを消去します。 

情報の更新 

最新の情報に更新します。 


項目 

: 説明 

時間 

1 メッセージを記録した時間です。 

メツセージ 

:本製品の動作に関するメッセージを表示します。 
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IP アドレスを変更する(アドレス設定) 



本製品の IP アドレスを設定できます。 

IP アドレスを変更する 



/左のメニューから[アドレス設定] 
をクリックします。 



2 ip アドレスを設定します。 

① [装置の名前]に、32文字までの半角英数文字で任意の名前を入力しま 
す。 

② DHCP サーバーから自動取得する場合は、 [ DHCP サーバーから取得]に 
チェックを付けます。 

固定で設定する場合は、[手動設定]にチェックをつけて、以下の 
[ IP アドレス]、[サブネットマスク]、[デフオルトゲートウェイ] 


を入力します。 

③[設定]ボタンをクリックします。 



3 再起動の画面が表示されたら、設定は終了です。 


装置は再起動中です 

5秒待ってから頃る]をクリックしてください。 
戻る 
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高度な設定をする(高度な設定) 


通常は変更の必要はありません。 




ビーコン間隔 (msec) 


jHJH G0 〜 1000 . 初期值 : 1 _ 

※注意： AP モード B 寺のみ有幼 I こなリます。 


RTS スレッショルド 

フラヴメンテーシヨン 
スレッシヨルド 


¢256〜 2346. 初期値: 2346) 

¢256〜2346( 偶数).初期 f 直: 2346) 


DTIM 間隔 

送 f 言速度 (Mbps) 
送 f 言出力奴) 
送 f 言モード 


〜 255. 初期値: 1) 

※注意： AP モード B 寺のみ有効 I こなリます。 





定 I キやンセル 


項目 

説明 

ビーコン間隔 

AP モード時のみ有効になります。 

ビーコンの間隔を 20 ms 〜1000 ms で設定します。ビーコンとは無 

線ネットワークを同期させるためにアクセスポイントから一定 

間隔で送信するバケットのことです。 

初期値：100 

RTS ス レツ シヨルド 

RTS を使用する時のバケットのサイズを256〜2346で設定しま 

す。アクセスポイントは実際のデータを送信する前に、 RTS (送 
信要求）バケットを送信して、データを送信して良いか確認し 
ています。パケットのサイズを低めに設定すると、頻繁に RTS 
バケットが送出されるので、一般にスループットは低下しま 

す。 

初期値: 2346 

フラグメンテーシヨン 
ス レツ シヨルド 

パケットが断片化される時のパケットサイズを256〜2346(偶数 

のみ）で設定します。 

電波状況が悪い場所では値を低めに設定すると効果的ですが、 
一般にスループットは低下します。 

初期値: 2346 


84 














高度な設定をする（高度な設定) 


項目 

説明 

DTIM 間隔 

AP モード時のみ有効になります。 

ビーコンに対し、どの程度の間隔で DTIM を挿入するかを 

1〜255の間隔で設定します。 

DTIM (delivery traffic indication message ) とは省電力 

モードの無線クライアントに対して、バケットが送信待ちであ 

ることを伝えるメッセージのことです。 DTIM はビーコンに含ま 

れて送信されています。 

例えば“2” と設定すると、 DTIM が含まれたビーコンと含まれ 
ていないビーコンが交互にアクセスポイントから送信されるよ 

うになります。 

初期値：1 

送信速度 

データを送受信する際に、使用できる速度を設定できます。 

通常、 [ Auto ] から変更する必要はありません。 

従来の無線 LAN 製品と接続できない場合、速度を固定すること 

によって接続できる場合があります。 

初期値 ： Auto 

送信出力 

無線の電波出力を調節して、電波の飛びすぎを防ぎます。 

(100%/50%/25%/12. 5%/最小) 

初期値：100% 

送信モード 

AP モード時のみ有効になります。 

本製品が動作する無線通信規格を選択できます。 

802.11 g/b : IEEE 802.11 g 、 IEEE 802.11 b 両規格の無線 LAN アダプ 
(初期値）ターが混在するネットワーク環境の場合に選択し 
ます。通常はこのモードを利用します。 

802.11 g 専用： IEEE 802.1 1 g の無線 LAN アダプターのみのネット 
ワーク環境の場合に選択します。 

このモードを利用することにより、 

1 EEE 802. 11 g 、 1 EEE 802. 11 b が混在するネット 
ワークに比べて、無線通信速度が向上する場合 
があります。。 

802.11 b 専用： IEEE 802.11 b 規格のみで接続できます。 

Wi - Fi 取得済みの無線 LAN アダプターとの無線 
通信がより安定する場合があります。 
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MAC アドレス接続制限をする （MAC フィルター） 


MAC アドレスにて本製品への接続制限ができます。 
本製品のモードが AP モード時のみ有効となります。 



3 


MAC フィルターを設定する 


左のメニューから [MAC フイル 
夕一 ] をクリックします。 


MAC フイルター 


2 


制限する MAC アドレスを設定します。 

① [機能]の[有効]にチェックを付けます。 

② [フィルター方法]を選択します。 

③ 接続制限を行う無線 LAN の MAC アドレスを入力します。 

最大50件まで登録できます。（[ページ]にて切り替え可能） 

④ [設定]ボタンをクリックします。 

設定はページごとに行ってください。 


フィルター方注 


登録された MAC アドレスの無線アクセスのみを許可します。 
登錄された MAC アドレスの無線アクセスのみを拒否します。, 


ス. 1^^- - - - - 


ドレス HI - BI - - H 

ドレス !■! 


ドレス ^1- ^1- ^1- JH - ^1- 

ドレス [ Bl ~ 1^1~ 1^1 


④クリック 


設定 
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MAC アドレス接続制限をする ( MAC フィルター) 


MAC フイルターを設定する （つづき) 


3 再起動の画面が表示されたら、設定は終了です。 

続けて他の設定する場合は、5秒ほど待ってから[戻る]ボタンをクリック 
してください。 


装置は再起動中です 

5秒待ってから頃る]をクリックしてください。 
戻る 
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本製品を管理する(メンテナンス） 


設定の保存、設定の復元、設定の初期化、ファー 
ムウエアのバージョンアップができます。 




現在の設定を保存する 



/左のメ ニューから[メンテナンス] 
をクリックします。 



2 [設定の保存]の[保存]をクリックし、画面の指示にした 
がって保存してください。 


設定の保 




設定の m 元 


設定の初期化 





ファームウエアの更新現在のファームウエアバージョン: 



以上で完了です。 
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本製品を管理する（メンテナンス) 


設定を復元する 


/左のメニューから[メンテナンス] 
をクリックします。 



2 [設定の復元]の[参照]をクリックし、[設定の保存]で保存 
したフアイルを選択します。 


3 



[設定の復元]の[復元]をクリックします。 



ファームウエアの更新現在のファームウエアバージョン： 




4 再起動の画面が表示されたら、設定は終了です。 

続けて他の設定する場合は、5秒ほど待ってから[戻る]ボタンをクリック 
してください。 


装置は再起動中です 

5秒待ってから 頃る] をクリックしてください 
戻る 
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本製品を管理する（メンテナンス) 



設定を初期化する 


令 H 

設定を初期化すると、現在の設定がすべて出荷時設定に戻ります。 

この機能を使用する場合は、事前に設定の保存を行うことをおすすめします。 

/左のメニューから[メンテナンス]をクリックします。 



2 [設定の初期化]の[初期化]をクリックし、画面の指示にし 
たがいます。 



3 再起動の画面が表示されたら、設定は終了です。 

続けて他の設定する場合は、5秒ほど待ってから[戻る]ボタンをクリック 
してください。 


装置は再起動中です 

5 秒待ってから 頃る] をクリックしてください。 
戻る 
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本製品を管理する（メンテナンス) 



ファームウエアを更新する 




ファームウェアの更新は本製品の LAN ポートに有線接続したバソコンから行ってく 
ださい。 

1 弊社ホームぺージの「サポートライブラリ」 ( http :// www.i 
odata . jp / lib /) から、最新のファームウエアファイルを入手 
します。 

ク安全に更新するために、パソコンに常駐しているソフト 
ウェアを停止します。 

3 左のメニューから[メンテナンス]をクリックします。 


メンテナンス 


4ファームウヱア更新の[参照]ボタンでファームウエア 
ファイルの場所を指定します。指定後、[更新]ボタンを 
クリックします。 


設定の保存 




①クリックして指定 


設定の刪化 


ファームウェアの更新現在のファームウェアパ- 






更新中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。故障の原因となります。 
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本製品を管理する（メンテナンス) 


ファームウエアを更新する （つづき） 

5再起動の画面が表示されたら、更新は終了です。 
[戻る]ボタンをクリックします。 


装置は再起動中です 

5 秒待ってから 頃る] をクリックしてください。 
戻る 


ろ [ステータス]の[ファームウェアバージョン]で、更新 
後のバージョンになっていることをご確認ください。 

以上で完了です。 
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パスワードを変更する(パスワード) 




本製品の管理者用パスワードを変更します。 



/左のメニューから[パスワード]をクリックします。 



2 パスワードを設定します。 

①[管理者ログイン名]に半角英数字32文字までの任意の名前を入力しま 
す0 


② [管理者パスワード]に半角英数字32文字までの任意のパスワードを 
入力します。 

③ 確認のため、[パスワード再入力]に[管理者パスワード]を再入力しま 
す0 


④[設定ボタンをクリックします。 

あとは画面の指示にしたがってくださしヽ。 



以上で完了です。 




ここで設定した[管理者ログイン名]と[管理者パスワード]は、本製品の設定画面を 
開く際に入力します。 

設定した内容は、メモしておくことをおすすめします。 
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その他 


出荷時設定に戻す 


パスワードを忘れてしまったときなどに、本製品の設定を出荷時設定に 
戻します。（初期化） 

96ページ 


TCP / IP の基礎知識 


本製品を設定するときに必要な TCP / IP について説明します。 


[1^ 97ページ 


AirMac、AirMac Extreme から接続する 

Ai rMac や Ai rMac Extreme で本製品と接続する方法を説明します。 

(1^ 99ページ 


困った時には 


本製品を使用して異常があつた場合にご覧ください。 


109ページ 


用語解説 


用語について説明します。 


[ S ' 121ページ 


仕様 


本製品の仕様です。 


[ tS " 127ぺージ 


アフターサービス 


本製品の問い合わせ先、修理先です。 


[ tS " 129ページ 
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本製品の IP アドレスを忘れてしまったときなどに、本製品を出荷時設定に戻します。 

以下の手順を行うと、設定内容はすべて出荷時設定に戻ります。 

•リセットスイッチで戻す 

/ LAN ケーブルを外し、 AC アダプターを接続して、 POWER ラン 
プが点灯したことを確認します。 


2 細いピン（シヤーペン）などでリセットスイッチを1〇秒以上 
押し続けます。 



3 リセットスイッチを離して、1〇秒ほど電源を切らずお待ち 
ください。 

— これで、出荷時設定に変更されました。 


• Web 設定画面で戻す 

Web 設定画面で行います。詳しくは、【設定を初期化する】90ページをご覧くだ 
さい0 
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TCP/IP の基礎知識 


ここでは、本製品を使用する上で必要となる TCP / IP プロトコルの IP アドレスの 
基礎知識について説明します。必要に応じてお読みください。 


同じネットワーク上では別々の IP アドレスが必要 


ネットワーク上で使用するアクセスポイントや各パソコンには、 

“192. 168. 0. 201”のようにピリオドで4つに区切られた数字を設定する必 
要があります。 

これを IP アドレスと言い、ネットワーク上で同じにならないように設定する 
必要があります。 


6 

アクセスポイント 

192.168 .0.201 


▼ IP アドレス伊 j 
異なる IP アドレス設定が'必要 

熟 t t 

192.1 68.0.2 192.1 68.0.3 192.1 68.0.4 


インターネットの IP アドレスと LAN の IP アドレス 


IP アドレスには、「グローバル IP アドレス」と「口ーカル IP アドレス」（プ 
ライべ一卜 IP アドレス）があります。 

「グローバル IP アドレス」は、インターネットで使用する IP アドレスです。 
「口ーカル IP アドレス」は、 LAN 内で使用する IP アドレスです。 


グロ _/くル 

IP アドレス 

ネットワーク上で別々の IP アドレスが必要であるよう 
に、インターネットを利用する世界中のすべてのバソコ 
ンがそれぞれ別々の IP アドレスを使用する必要がありま 
す。この IP アドレスがグローバル IP アドレスです。 

通常、プロバイダより割り当てられます。 

口ーカル 

IP アドレス 

インターネットに接続されていない環境（家庭内のみ、 
会社内のみなど）では、ネットワーク内で別々の自由な 

IP アドレスを使用することができます。 

この IP アドレスが口ーカル IP アドレスです。 
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TCP / IP の基礎知識 


LAN 内で使用する IP アドレスのク 


IP アドレスは、ネットワークを構成するパソコンの台数に応じて、3つのク 
ラスに分かれます。 

大規模なネットワークならば[クラス A の IP アドレス]、中規模なら[クラ 
ス巳の IP アドレス]、小規模の場合は[クラス C の IP アドレス]となります。 
同一のネットワーク内では、同ークラスの IP アドレスである必要があります。 
実際には、 IP アドレスの4つの数字の最初の数字の値で、クラスが分けられ 
ます。 

この数字でクラス分け 

I P アトレス XXX. XXX. XXX. XXX 

例本製品の出荷時の IP アドレス「192.168.0.1」の場合は「192」 


クラスは次のように分類されています。 


IP アドレスの 
最初の数字 X 

クラス 

用途（ネットワークを構成する 
パソコンの台数） 

1〜126 

クラス A 

大規模ネットワーク用（最大約1600万台） 

128〜191 

クラス巳 

中規模ネットワーク用（最大約65000台） 

192〜223 

クラス C 

小規模ネットワーク用（最大254台） 


※「127、224〜255」は通常の IP アドレスとしては使われていません。 


例えば、数台〜数10台で構成されるネットワークでは、クラス C の IP アドレ 
スを使用します。 

通常、ネットワークを構成する場合は、以下の特別なローカル IP アドレスを 
使用します。 


クラス 

設定する IP アドレス 

クラス A 

10.0 .0.0 〜 10. 255.255.255 

クラス巳 

172.16.0.0 -172.31 .255. 255 

クラス C 

192. 168.0.0 〜 192. 168.255.255 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 

ここでは、 Ai rMac や Ai rMac Extreme で接続する手順を説明します。 


(AirMac、AirMac Extreme から本製品に接続する、 


• Mac OS Xでの設定例 (Mac OS (Classic) の場合は 101 ぺージ参照） 

/ メニューバーの A i rMac アイコンをクリックし、 [Ai rMac を入 
にする]を選択します。 



2 AirMac のメニューから本製品に設定した SSID を選択しま 
す 。 

SSID は自動で検出されます。 

※SSID が表示されない場合は、103ページをご覧ください。 


▼本製品の SSID を“卜 0DATA” に設定した時の選択例 

_ m 


選択 




AirMac :入 

AirMac を切にする 


ODATA 


ネットワークを作成... 
インターネット接続を開 <... 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 


r AirMac、AirMac Extreme から本製品に接続する（つづき) 



3 暗号化済みの本製品に接続する場合、暗号キーが要求され 
ます。 

AirMac、AirMac Extreme では暗号キーの入力方法が特殊です。入力方法 
については、 【AirMac、AirMac Extreme での暗号化について】 （107 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

クメニューバー上の Ai rMac アイコンが 1 ^になっていること 
を確認します。 


確認 


Macintosh HD 



これで、接続完了です。 


1〇〇 
















AirMac、AirMac Extreme から接続する 


r AirMac、AirMac Extreme から本製品に接続する（つづき ) 

•Mac OS ( Classic ) での設定例 


[アップルメニュー] 


[ AirMac ] をクリックします。 

m \ ヘルプ 



愈 A| 叩 be シス予 A ■ プ〇フ 4 ■—ル 
Sherlock 2 


2 [Air Mac ネットワーク]内の[ネットワークの選択]で 

本製品に設定した SSID を選択します。 

SSID は自動で検出されます。 

※ SSID が表示されない場合は、105ページをご覧ください。 


▼本製品の SSID を“卜〇 DATA ” に設定した時の選択例 



3 暗号化済みの本製品に接続する場合、暗号キーが要求され 
ます。 

Ai rMac では暗号キーの入力方法が特殊です。入力方法については、 
【 AirMac、AirMac Extreme での暗号化について】 （107 ページ）をご覧く 
ださい。 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 


r AirMac、AirMac Extreme から本製品に接続する（つづき ) 



4 [状況]内に本製品に設定した ss ID と信号 レベルの 表示が 
あることを確認します。 



確認 


これで、接続完了です。 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 


SSID を選択できない場合 


本製品で SSID 通知機能を無効に設定している場合は、 SSID が表示されません。 
その場合下記の手順にしたがってください。 

• Mac OS Xの場合 (Mac OS (Classic) の場合は 1 〇 5 ぺージ参照） 

/ Ai rMac のメ ニューから[その他...]を選択します。 

_ m 



2 SSID と暗号キーを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

① [非公開ネットワークの名前]に SSID を入力します。 

② 暗号化済みの場合、[パスワード]に暗号キー (WEP) を入力します。 
AirMac、AirMac Extreme では暗号キーの入力方法が特殊です。 

入力方法については、 【AirMac、AirMac Extreme での暗号化について】 
(107 ページ）をご覧ください。 

③ [0K] ボタンをクリックします。 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 


SSID を選択できない場合（つづき) 


3ナ ニューバー上の AirMac アイコンが穿になっていること 
を確認します。 



これで、接続完了です。 
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AirMac、AirMac Extreme から接続する 



SSID を選択できない場合（つづき) 


•Mac OS ( Classic ) の場合 



/ [非公開ネットワ _ クの選択を許可する]にチェックを入 
れ、[その他]を選択します。 



2 SSID と暗号キーを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

① [名前]に SSID を入力します。 

② 暗号化済みの場合、[パスワード]に暗号キー ( WEP ) を入力します。 

Ai rMac では暗号キーの入力方法が特殊です。 

入力方法については、 【 AirMac、AirMac Extreme での暗号化について】 
(107 ページ）をご覧ください。 

③ [0 K ] ボタンをクリックします。 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 



SSID を選択できない場合（つづき) 



3 [状況]内に本製品に設定した SSID と信号 レベルの 表示が 
あることを確認します。 



確認 


これで、接続完了です。 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 


(AirMac、AirMac Extreme での暗号化について ) 

※ [パスワード]とは、本製品で設定した WEP (暗号キー）のことです。 


•本製品に暗号化 （ 1 6 進数）を行っている場合 


Mac OS Xでパスワード項目を選択できる場合 


① [40 ビット16進]または [128 ビット16進]を選択します。 

② 本製品で設定した暗号キーをそのまま入力してくださしヽ。 

③ [0K] ボタンをクリックします。 



パスワードの入力 


弱 t 口 

選択した AirMac ネットワークに接続するには、パスワードが必要です。 

② 入力 

b - - J 

①選 fK 

✓ パスワード 

3 1 ， 


二、—' ビット 16 進 | 

□キーチェーンに追加 


V - 

40 ビット ASCII 

1 Q h % 1 C . 任 I 

^70③ クリック， 

r 

丄ビ〇 しノ n 丄〇返 

JV8 じツト AbLII 



l 

I LEAP 




上記以外の場合（パスワード項目を選択できない場合) 


本製品で設定した暗号キーの頭に$ (半角ドル記号）を付けて入力します。 
例）$1234567890 

▼Mac OS X TMac OS (Classic) 
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AirMaCx AirMac Extreme から接続する 

(Ai rMac % AirMac Extreme での暗号化について （つづき）) 


•本製品に ASCI I 文字での暗号化を行っている場合 


Mac OS Xでパスワード項目を選択できる場合 


① [40 ビット ASCII] または [128 ビット ASCII] を選択します。 


② 本製品で設定した暗号キーをそのまま入力してくださしヽ。 

③ [0K] ボタンをクリックします。 



上記以外の場合（パスワード項目を選択できない場合) 


本製品で設定した暗号キーの前後を”（半角ダブルクオート)で囲んで 
入力します。 

例） "abcde" 

▼Mac OS X TMac OS (Classic) 
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困った時には 


本製品を使用していて異常があつた場合にご覧くださし、。 


弊社ホ_ムぺ_ジをご覧ください 


サポート Web ぺージ内には、過去にサポ_トセンターに寄せられた事 
例なども紹介されています。こちらも参考にしてください。 


製品 q&a 

http://wWW.lodata.Jp/support/S News など ノ 


ファームウエアをバージョンアップすると解決することがありま 
す。下記の弊社サボート ■ ライブラリから最新のファームウエアを 
ダウンロードしてお試しください。 


http : "www.iodata.jp/lib/ 



【設定時のトラブル】 


状態 

参照ページ 

ランプが点灯しない 

110 

設定画面が表示されない 

110 

パスワードを入力しても、設定画面が起動しない 

116 

パスワードを忘れてしまった 

116 

設定画面で文字が入力できない 

116 

[ TCP / IP ] が表示されていない 

117 


【無線 LAN 接続時のトラブル】 


状態 

参照ページ 

ブラウザを起動すると、以下のエラーが表示される 
「モデムが正しく応答していません。モデムが電話回線およびコン 
ピュータに正しく接続されているかどうかを確認してください。」 

118 

暗号化を使用したら通信速度が低下した 

119 

他のアクセスポイントと無線通信できない ( AP モードの場合） 

119 

設定したのに無線通信できない 

119 

無線 LAN アダプター側のパソコンとの通信速度が遅い、不安定 

120 
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困った時には 


ランプが点灯しない 


原因1 

《 [ POWER ] ランプが点灯しない場合》 

AC アダプタを取り付けていない 

対処 

付属の AC アダプターを取り付けてください。 AC アダプターは必ず付属 
のものをご使用ください。 AC アダプターを抜いた直後は、5秒以上 
待ってから取り付けてください。 


原因2 

《 [ L 1 NK / ACT ] ランプが点灯しない場合》 

[ LAN ] ポートに取り付けた LAN ケーブルが正しく接続できていない、ま 
たは、接続先のパソコンなどの電源が入っていない 

対処 

LAN ケーブルの接続と、接続先のパソコンなどの電源が入っているこ 
とをご確認ください。 


設定画面が表示されない 


原因1 

接続が正しくない 

対処 

【①設定用パソコンをつなぐ】 （22 ページ）をご覧になり、接続が正 
しいことをご確認ください。 

原因2 

設定用パソコンの IP アドレスが本製品と通信できる値になっていな 
い。 

対処 

【② IP アドレスを設定する】 （25 ページ）をご覧になり、 IP アドレス 
の設定が正しいことをご確認ください。 

原因3 

セキュリティー関連のソフトウェアをインストールしている。 

対処 

セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する 
場合があります。詳しくは、セキュリティー関連のソフトウェアメー 
力にお問い合わせください。 

原因4 

本製品の IP アドレスと、接続しているネットワークの IP アドレスの体 
系が合っていない。 

対処 

次ページの方法で、本製品の IP アドレスを本製品が接続されている 
ネットワークと通信できるものに合わせてください。 








困った時には 


接続しているネットワークと IP アドレス体系を合わせる 


/一時的に本製品と設定用パソコンは接続しないで、ネットワークに接続 
した状態のパソコンの IP アドレスを確認します。 

【② IP アドレスを設定す る】 （25 ページ）でメモした IP アドレス、サブ 
ネットマスクをご確認ください。 

=> IP アドレスが[自動的に取得する]設定になっている場合は、以下の手順 
で IP アドレスを確認してください。 

く Windows XP/ 2000 の場合〉 

① [スタ ート]—[プログラム] ([すベての プログラム])— [アクセサリ]— 
[コマンドプロンプト] をクリックします。 

② IPC0NFIG と入力し、 Enter キーを押します 0 

③ 表示される [IP Address] と [Subnet Mask] をメモしてください 0 

く Windows Me/98 の場合〉 

① [スタート]—[ファイル名を指定して実行]をクリックします。 

② WINIPCFG と入力、 [0K] ボタンをクリックします。 

③ [ IP 設定]画面が表示されますので、 [ IP アドレス]と[サブネットマスク] 

をメモしてください。 

2 パソコンの IP アドレスを変更します。 

設定用パソコンと本製品を LAN ケーブルで接続した状態で、【② IP アドレ 
スを設定する】 （25 ページ）の手順で IP アドレス、サブネットマスクを 
変更してください。 

3 InternetExplorer を起動して、アドレス欄に 「 http ://192.168. 0. 201」 

と入力して、 Enter キーを押します。 

(詳しくは【③設定画面を開く】 （37 ページ）をご覧ください。） 

斗 下記の設定例を參考に本製品の IP アドレス、サブネットマスクを設定し 
ます。（設定方法は 【IP アドレスを変更する（アドレス設定）】 （83 ペー 
ジ）をご覧ください。） 


設定例 

< IP アドレス〉 

/で確認した IP アドレスが「192.168.1. xxx 」( xxx は1〜 254) の場合 
本製品の IP アドレスは 192. 168.1.202などに設定します。 

※乂乂乂と4番目の数字（上の例では 202) が重ならないように設定してくだ 
さい。また、左から3つの数字は同じ値に設定してください。 

く サブネットマスク〉 

/で確認したサブネットマスクと同じ値に設定します。 




困った時には 


ここで設定した IP アドレスは、本製品の設定画面を開く際に必要となります。 
変更した IP アドレスはメモしておくことをおすすめします。 


5 設定用パソコンの ip アドレスを、手順/にてメモした値に戻します。 

〇 設定画面が開けることを確認します。 

InternetExplorer のアドレス欄に4で設定した IP アドレスをと入力し 
て、 Enter キーを押します。 


原因5 

Web ブラウザがダイヤルアップする設定になっている。 

対処 

下記の手順にしたがってください。 


/ [Internet Explorer ] 画面の[ツール]メニューの 
[インターネットオプション]をクリックします。 

※本手順以降、画面は [Internet Explorer 6.0] を例にしています。 



①クリック 


②クリック 


2 [接続]タブをクリックし、[ダイヤルしない]をチェックします。 


①クリック 


インター本？トオプション 


②チェック 

※ここがグレー表示で選択で 
きない場合は、この操作は 
必要ありません。 


C ャュ■ノ:||，フィハク-:|コンテン灸 |格院 ロク•ラム 詳_設定 


% 淵■薇 1 e 

ダイヤルア9プと仮想プライベイ初トワ- 50) 設定卿 


I セツトアップ ( u >... 


& 1-0 DATA 诹宝） 


r 剧_” ] 

「 則除 ( S ) I 




SS 做纖 f 棚■は' 

考，爾じ既司】 

〇ネットワーり格続存在しないときに(よ、坟イ V ルす S 卿 
Oil 笫の持楱でタイヤルす 5( Q ) 

現 S© 既定値： I -〇 DATA 


設定包)... 


既定に設定 


これで設定は完了です。 





















































困った時には 


原因6 Web ブラウザが、プロキシ経由でインターネット接続するようになっ 
_ている。_ 

対処 ブラウザがプロキシサーバーを使用する設定になっている場合、本製 
品の設定画面を呼び出す事ができません。一時的にブラウザの設定で 
プロキシサーバーを使わない設定にしてください。 


Windows でプロキシの設定を解除する . 本ページ 

Mac OS X でプロキシの設定を解除する . 114ページ 


Mac OS ( Classic ) でプロキシの設定を解除する■ ■ ■115ページ 


Windows でプロキシの設定を解除する 


①ク u ック 


Internet Explorer を起動し、 [ツール]メニューの[インター ネットオプ 
シヨン]をクリックします。 

※本手順以降、画面は [Internet Explorer 6.0] を例にしています。 

- . l . u 」し - Jl - inJ im j fy ルフ 

7L ^ ^ い■ャ 、丨 — 


• 1*1 1^1 *^1 ― 

Windona 


T € 



TTU 

2 [接続]タブをクリック 
し、 [ LAN の設定]ボタン 
をクリックします。 


3 下記の設定を行います。 


①すべての項目の 
チェックを外す 


②クリック 


インターネ9卜©フ□パティ 


全肢セキュリティブ ライパシー ニ 

ち I 織 


□グラム詳細 IS 定 



口'■カルエリアネツトワー 
}レ»上はの 


ンィ i 卜.'“_ j 



ーク ( LAN ) の設定 


自觔格成 

自勒梅成にすると、手射)による設定事項を上書きす诚合があります。手射)以る 
設定事項を確保す^)(こは、自叻梅を使用# T にし U ください。 

自的に検出す 5 W 
□ 射)梅成スウリブトを使用する© 




サーバー 

N (こブロキシサーバー有使用する C れらの設定はタイヤルアツブまたは VPN 

|_| ポ - 卜 ①： Q _ ] I 詳細設定 (QX.. 

ルアドレスにはプロキシサリトを使用しない ® 









































































困った時には 


4- [インターネットオプション](または[インタ _ ネットのオプション])へ 
戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックし、画面を閉じます。 



/ [アップル メニュー] — [場所] ^3^ 
— [ネットワーク環境設定...] 

を選択します。 


システム 環境設定 _集表示ウインドウヘルプ m 

Mac について 
Mac OSX ソフトウェアを入手... 


システム環境設定.. 
Dock 


I ✓ Automatic 


クリック 


強制終了... 

スリープ 
再起動... 
システム終了... 

ログアウト... 


038Q 


2 [プロキシ]タブをクリックし、以下の設定を行います。 



これで設定は完了です。 

※本製品の設定完了後にプロキシ設定を元に戻してください。 































































困った時には 


Mac OS ( Classic ) でプロキシの設定を解除する 


/ Internet Explorer を起動します。 

2 [編集]—[初期設定...]を選択します。 


3 [▽ネットワーク]の[プロキシ]を選択します。 


斗 以下の設定を行います。 


I 初期設定 


m 



ネ■クトワークを使用してインターネットにアクセスする場会、内袖サー 
バ- 《ゲ-トウ: n イ）を通択して接統を镑理できます，諄しく 0：ネット 
ワ-ク话理者[こ相談してください。なお-これらの設定は- Internet 
Confiq 铨由で他のアプリケーションでも使用されます。 


使用するブロ:サーバー 


KIH 3 夺ノ 1_1孓ン 

で □ Web ブ nX シン 




X設定… 


0 Web ブロキシと同じ'サーパ'一をすベ•て（こ使用する 
□ FTP の場合、 Web ブロキシを铨由しない 

□ Secure プロキシ 

ロメールブロキシ 

□ Gopher ブロキタ 




r 


][ 奴… ] 

|[ 設定 ...I 




] 設定… 


ブロ年シを使用せず(:道接接技したい■サイトを、以下のボックスに入力し 
てください，担致ある場合は、スペース-またはカンマで区切ります， 



これで設定は完了です。 

※本製品の設定完了後にプロキシ設定を元に戻してくださしヽ。 


原因7 本製品の IP アドレスを [ DHCP サーバーから取得]に設定しているが、 

DHCP サーバーから IP アドレスの取得に失敗している。 

対処 DHCP サーバーが正しく動作していることを確認し、本製品をネット 

ワークに接続してから本製品の電源を入れてください。 

または、本製品を出荷時設定に戻してから、設定をやり直してくださ 
し、。 ( 【出荷時設定に戻す】 （96 ページ）参照） 

























































困った時には 


パスワードを入力しても、設定画面が起動しない 


原因 ユーザー名またはパスワードが間違っている 

対処 正しいユーザー名またはパスワードを入力してください。（犬/小文 

字もご確認ください。）パスワードを忘れてしまった場合は、【パス 
ワードを忘れてしまった】（下記）をご覧ください。 


パスワードを忘れてしまった 


対処 【出荷時設定に戻す】 （96 ページ）で、出荷時設定に戻してくださ 

し、。パスワードは出荷時設定では、設定されていません。 

また、その他の設定も初期化されますので、再設定してください。 


設定画面で文字が入力できない 


原因1 

入力個所をクリックしていない。 

対処 

—度入力したい個所をクリックしてから入力してください。 


原因2 

入力できない文字を入力しようとしている。 

対処 

入力できる文字（半角英数字）かを確認してから入力してください。 










困った時には 


[ TCP / IP ] が表示されていない (Windows Me /98 SE の場合） 


原因 

TCP / IP プロトコルがインストールされていない。 

対処 

下記の手順で TCP / IP をインストールします。 


/ [スタ ート]— •[設定]— « [コントロ ー ルパネル]を順にクリックし、 
[ネッ ト ワーク]アイコンをダブルクリックします。 


2 [追加]ボタンをクリックします。 

※以下の画面は、弊社製 E 17 TX - PCI シリーズを例にしています。 



3 [プロトコル]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 



4 [ Microsoft ] の [ TCP / IP ] を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



































































困った時には 


5 [ OK ] ボタンをクリックします。 




ネットワ^ W ) 設定|識別牾報丨アクセスの制御 I 
現在のネットワ-ウ ] ンポ-ネント(过)： 


B Microsoft 才、ットワーククライアント 
•1-0 DATA ET/T^= 

^TCP/IP ^ 


I ■瞬 • 

優先的に□ヴオンする; 


アダプタが複数登録されている場合は、 

[ TCP / IP ] の個所が、 [ TCP / IP —〉 xxxxxx ] とな 
ります。 （ xxxxx は使用されている LAN アダプタ 
のデバイス名の名称となります。） 



〇 [はしヽ]ボタンをクリックして、パソコンを再起動します。 



これで設定は完了です。 


ブラウザを起動すると、以下の エラー が表示される 

「モデムが正しく応答していません。モデムが電話回線およびコンピュータに正しく 
接続されているかどうかを確認してください。」（以下の画面）_ 


▼Windows Me での画面例 



原因 Web ブラウザがダイヤルアップする設定となっている。 

対処 【設定画面が表示されない】の原因5 (112 ページ）をご覧くださしヽ。 

























































困った時には 


暗号化を使用したら通信速度が低下した 

原因 暗号化通信では、送信するデータをすベて暗号化/復号化する必要が 
ありますので、通信速度が若干低下する場合があります。 


他のアクセスポイントと無線通信できない ( AP モードの場合) 


原因 

本製品が AP モードの場合、本製品同士を含むアクセスポイント同士の 

無線通信はできません。 

対処 

本製品を AP モード以外の設定でご利用ください。 

(詳しくは、【モード別の設定をする】39ページ参照） 


設定したのに無線通信できない _ 

原因1 (AP モードの場合のみ） 

無線 LAN アダプター側パソコンの無線の設定が正しくない 
対処 無線 LAN アダプター側のモードが [ Infrastructure ] になっていること 
と、 SSID が本製品の値と同じになっていることを確認してください。 


原因2 

(AP モードの場合のみ） 

本製品無線 LAN アダプター側のパソコンが Windows Me /98 SE の場合 

で、正常にログインしていない（パソコン起動時の[ユーザー名] 

[パスワード]の入力画面で[キャンセル]ボタンをクリックしてい 

るなど） 

対処 

パソコン起動時の[ユーザ名][パスワード]の入力画面で正しい 

[ユーザ名][パスワード]を入力してください。 


原因3 

暗号キーの設定があっていない 

対処 

本製品と通信相手の無線 LAN 機器側の暗号キーの設定を同じ暗号キー 

にしてください。 


原因4 

MAC アドレスなどで接続制限されている LAN アダプタから通信している 

対処 

接続制限を解除してください。 （ 【MAC アドレス接続制限をする (MAC 

フィルター）】86ページ参照） 










困った時には 


原因5 

パソコンの IP アドレスの設定が正しくない 

対処 

=>パソコンの IP アドレスが自動取得 （ DHCP ) の場合は、 DHCP サーバーの 

電源が入っていることを確認してから、バソコンの電源を入れてく 

ださい。 

=>パソコンの IP アドレスが固定の場合は、本製品の IP アドレスと同一 

クラスの IP アドレスを設定してください。 

原因6 

電波の状態が悪い 

対処 

無線 LAN 製品と本製品間の距離を短くしたり、障害物を取り除いて見 

通しをよくしたり、チヤンネルを変更してみてください。 

原因7 

本製品をシングルブリッジモードやマルチプリッジモードに設定して 

いる。 

対処 

シングルブリッジモードやマルチプリッジモードの場合、無線 LAN ア 

ダブターと通信できません。 AP モードでご利用ください。 

(詳しくは、【モード別の設定をする】39ページ參照） 

原因8 

(シングルブリッジモードやマルチプリッジモードの場合のみ） 

設定した通信相手の WN - G 54/ A の MAC アドレスが間違っている 

対処 

設定画面に通信相手の WN - G 54/ A の MAC アドレスが登録されていること 

をご確認ください。（詳しくは、【シングルブリッジモードで使う】 

64ページ、【マルチブリッジモードで使う】70ページ參照） 


無線 LAN アダプター側のパソコンとの通信速度が遅い、不安定 


原因1 

電波の状態が悪い 

対処 

無線 LAN アダプターと本製品間の距離を短くしたり、障害物を取り除 

いて見通しをよくしたり、チヤンネルを変更してみてください。 


原因2 

ノー トバソコンで省電力機能が有効になっている 

対処 

省電力機能の設定を無効にしてください。（詳しくはパソコンの取扱 

説明書をご覧ください。） 
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10BASE-T 

ツイストペアケーブル （10 BASE - T ケーブル）を使用した Ethernet の通信方 
式の一つで、最大伝送速度は 10 Mbps です。 

100BASE-TX 

ツイストペアケーブル （100 BASE - TX ケーブル）を使用した Ethernet の通信 
方式の一つで、最大伝送速度は 100 Mbps です。 

AES (Advanced Encryption Standard) 

現在標準暗号として用いられている DES に代わる次世代の暗号標準となる予 
定の次世代標準暗号化方式です。 

DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) 

自動的にネットワークの設定を行うプロトコル（通信手順）のことです。 
DHCP サーバーはネットワークの DHCP クライアントに対して、自動的にネッ 
トワークの設定を行います。 

DNS (Domain Name System) 

TCP / IP ネットワークで使われ、コンピュータについた名前と実際の IP アド 
レスを関連付けるシステムです。 


DNS サ _ バ _ 

ネットワークのグループについた名前を問い合わせると、その ip アドレスを 
教えてくれるサーバーのことです。 DNS サーバーを使用することにより 、 WWW 
ブラウザ等のアドレス入力欄でアドレスを文字で入力することができます。 

( IP アドレスの数値を直接入力する必要が無くなります） 

Ethernet _ 

Xerox 社、 DEC 社、 Intel 社の3社が仕様を開発した LAN の通信方式で、 
100 BASE - TX 、 10 BASE - T などがあります。 
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用語解説 

IEEE802. 11 

IEEE (The Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc .) と 
いう非営利団体が定める無線 LAN の国際的な標準規格です。 

IEEE 802.11 b では、通信速度が 11 Mbps まで拡張されています。 

IEEE 802.11 g と IEEE 802.11 a では、通信速度が 54 Mbps まで拡張されています。 


Infrastructure _ 

「インフラストラクチャ」といい、アクセスポイントを介して通信する無線 
LAN の形態のことです。 

IP アドレス 

TCP / IP プロトコル（インターネットで使用されている規約）を使用して構築 
されるネットワークで、接続されている全ての機器を区別するために付けら 
れるアドレス（番地）のことです。 

LAN 一 (Local Area Network) 

口ーカル.エリア ■ ネットワークの略称です。小規模なコンピュータネット 
ワークのことです。 

LAN に対して WAN (Wide Area j ^ etwork ) があり、 WAN は LAN 同士を結ぶ大規模 
なネットワーク（インターネット等）のことです。 

MAC アドレス _ (Media Access Control Address) 

Ethernet 機器ごとの固有の物理アドレスです。 

MAC アドレスは、先頭からの3バイトのベンダーコードと残り3バイトの 
ユーザーコードの6バイトで構成されています。 

ベンダー コー ドは IEEE が管理/割当を行っており、 ユーザーコー ドは、 
Ethernet 機器の製造メーカーが独自の番号（重複することのない）で管理を 
行い、世界中で単一のアドレスが割り当てられています。 Ethernet ではこの 
アドレスを元にしてフレームの送受信を行っています。 
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用語解説 


Radius サーバー (Remote Authentication Dial-In User Service) 
Livingston Enterprise 社が開発したダイヤルアツプユーザーの認証システ 
ムです。アクセスサーバとの間で認証用のユーザー ID やパスワードをやり取 
りする際に用いられるサーバーのことです。 

SS ID (Service Set [D) 

複数の無線ネツトワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 （ ID ) です。 

SS ID が一致していないとそのネツトワークには参加できません。 

TCP/IP (Transmission Control Protocol /Internet Protocol) 

通信 プロ トコルの 1 つです。最も普及している プロ トコルで、インターネツ 
卜上の通信にも使われています。 

TKIP (Temporal Key Integrity Protocol) 

従来の暗号化方式である WEP の脆弱性を克服するために、キーを自動的に変 
更して暗号化を行うように改良された暗号化プロトコルです。 

定期的に使用する暗号キーを変更するため、キーの解析が困難となり、 

WEP より強固なセキュリティとなります。 


WEP 一 (Wired Equivalent Privacy) 

IEEE 802.11 b に含まれる標準の暗号化方式です。 

各無線通信機器同士が共通の暗号鍵を使用して通信データを暗号化します。 
暗号鍵を知らないパソコンは通信に参加することができません。 

WPA 一 (Wi-Fi Protected Access) _WPA-PSK (TKIP)_ 

現在の標準となっている暗号化 WEP よりも、よりセキュリティー強度を向上 
させた暗号化規格です。 

各無線通信機器同士の通信時に使用する暗号鍵を一定時間毎に自動的に更新 
する 「 TKIP」(Temporal Key Integrity Protocol ) 暗号化プロトコルを採用し 
ています。 
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用語解説 

アクセスポイント 

インフラストラクチャモード （Infrastructure mode) での通信の中継点とな 
るポイントです。 

他のパソコンでは、アクセスポイントと通信することで他のパソコンと通信 
します。 

有線 LAN と無線 LAN の中継点ともなります。 

クライアント _ 

ネットワーク内で、サービスを受ける側のことです。 


ケート■ノェイ 

通信手順の異なるネットワーク同士を接続するための機器やシステムです。 
ゲートウェイに該当する機器の IP アドレス（ゲートウェイアドレス）をゲー 
トウェイと呼ぶこともあります。 

サーバー_ 

ネットワーク内で、他のパソコン（クライアント）からの要求を受け、ザー 
ビスを提供する側のコンピュータのことです。 

サブネットマスク 

LAN で使用可能なアドレスの範囲を決めるために、 IP アドレスと組み合わせ 
る値です。 

セッション 


TCP/IP プロトコルによるデータ処理の単位です。 

チヤン不ル 

無線通信では、使用する周波数帯域を分割して、それぞれの帯域で異なる通 
信を行うことができます。 

チヤンネルとは、その分割された個々の周波数帯域のことです。 
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用語解説 


パケット 

ネットワーク内を流れるデータです。 

バケツトフイノレタ 

ルータの機能を強化して、個々のパケットの単位で通過させたり、禁止した 
りできるようにしたものです。 

ハブ 

LAN ケーブルを複数本集めて、通信を行うための LAN 機器（集配線装置）で 
す。 

ファ1アウ^-ノレ 

組織内外からの通信すべてに対して、通過させたり、禁止したりすることに 
よって、必要なサービスだけをユーザーに提供しつつ、セキュリティを確保 
します。名前の由来は「防火壁 （ firewall )」 にちなんでいます。 

ファ ー ムゥェァ_ 

本製品内部で動作し、本製品のコントロールを行うプログラムです。 

プライべ一卜 IP アドレス 

組織内部のネットワークアドレスとして、自由に利用できる IP アドレス。 
以下のものが利用できるとされています。 

ClassA : 10.0 .0.0 〜10.255 .255. 255 

ClassB : 172.16. 0.0 〜172.31 .255. 255 

ClassC : 192.168. 0. 0-192.168. 255. 255 

ブリッジ 

LAN のセグメント間を相互接続する機器で、 0 SI 参照モデルのデータリンク層 
で動作します。 

パケットの衝突（コリジョン）が増え、パフォーマンスが低下するという事態 
を回避するためコリジョンドメインを制限して、ネットワークを効率化する 
ために作られたネットワーク機器です。 
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用語解説 

リピ_夕_ 

LAN の中継を行うことです。 

無線 LAN では、電波が届かない場合などに、無線アクセスポイント〇無線 
LAN アダプター間を中継することを指します。 

リンク 

各機器間を接続することです。 

口 _ ミンク 

複数のアクセスポイントを設置した環境で、各アクセスポイントのサービス 
エリア間を移動した場合に、自動的にアクセスポイントを切り替える機能で 
す。その場合、それぞれのアクセスポイントの SS ID と WEP が同じ設定であ 
る必要があります。 
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仕様 


•ハードウ I ア仕様 


商品名 

IEEE 802.11 b / g 無線 LAN アクセスポイント 

製品型番 

WN - G 54 /A 

準拠規格 

無線部: IEEE 802. 11 g 、 IEEE 802.11 b、ARIB STD - T 66 
有線部：1 EEE 802. 3(10 BASE - T ) 、丨 EEE 802. 3 u (100 BASE - TX ) 

周波数帯域 

2.4 GHz 帯 (2.4 〜2.4835 GHz ) 

チヤンネル 

1〜 13 ch 

伝送方式 

IEEE 802.1 1 g :直交周波数分割多重 ( OFDM ) 

IEEE 802.11 b :直接拡散■スぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) 

伝送速度 

IEEE 802.11 g : 6/9/12/1 8/24/36/48/54 Mbps 

IEEE 802.11 b : 1/2/5. 5/1 1 Mbps 

有線部:10/1 00 Mbps (Hal f-dup 1 ex ) 、 20/200 Mbps (Full - duplex ) 

変調方式 

IEEE 802.11 g : OFDM with BPSK 、 QPSK 、16 QAM 、64 QAM 

IEEE 802.11 b : DBPSK 、 DQPSK、CCK 

無線整備の種別 

小電カデータ通信システム 

データ到達距離 
(最大） 

見通し 300 m 

※環境により変化します。 

WDS 機能（モード)種 
類 

AP モード、メディアコンバーターモード、リピーターモード、 

シングルブリッジモード、マルチブリッジモード 

対応プロトコル 

TCP / IP 、 Apple Talk 

セキュリティー 

方式 

WEP (64, 128,152 bits ). 802.1 x / EAP、WPA ( TK 1 P ， AES ) 、 

WPA - PSK ( TKIP ， AES )、 MAC アドレス接続制限、 SSID 非通知 （ ANY 接続拒否） 
※本製品のモードによって、選択できるセキュリティー方式は異なりま 
す。 

MAC アドレス制限最 
大登録数 

50件 

DHCP 

DHCP クライアント 

アンテナ方式 

ダイバーシティ ■ アンテナ 

LED 表示 

POWER 、 LINK / ACT ランプ 

イーサネットイン 
ターフェース 

1 0 BASE - T /100 BASE-TX ( RJ -45) コネクタ 

AC アダプター 

入力: AC 100 V 
出力 ： DC 5 V 2 A 

電源電圧 

DC 5 V 

消費電流 

最大 930 mA 

動作温度範囲 

〇〜 35 0 C 

動作湿度範囲 

10〜85%(結露しないこと） 

外形寸法 

約112 ( W)mm X 82( D)mm X 35( H)mm (突起部含まず) 

質量 

約 150 g (本体のみ） 
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仕様 


•初期値（出荷時設定) 


装置の名前 

wn-g54/a 

IP アドレスの設定方法 

手動で設定する 

IP アドレス 

192.168.0. 201 

サブネットマスク 

255. 255. 255.0 

デフオルトゲートウェイ 

未設定 

SSID 

default 

チヤンネル 

6ch (2. 437GHz) 

転送速度 

Auto 

動作モード 

802. Ilg/b 

SuperG モード 

無効 

暗号化 

無効 

MAC アドレス接続制限 

無効 

ログインユーザー名 

admin 

パスワード 

未登録(入力不要） 
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アフターサービス 



本書【困った時には】で解決できない場合は、サボート Web ページ内の 
「製品 Q & A 、 News など」もご覧ください。過去にサボートセンターに寄せ 
られた事例なども紹介されています。 

http://www.iodata.jp/support/ 

ファームウエアをバージョンアップすることで解決できる場合がありま 
す。 下記の弊社サポート ■ ライブラリから最新のファームウエアをダウン 
口ードしてお試しください。 

http://www.iodata.jp/lib/ 




) それでも解決できない場合は… 


住所：亍 920-8513 石川県金沢市桜田町2 丁目84番地 
アイ■才_■デ_夕第2ビル 
株式会社アイ■才一■データ機器サポ _ トセンター 

電話：本社 076 - 260-3644 東京 03 - 3254-1144 

※受付時間9:30〜19:00月〜金曜日（祝祭日を除く） 

fax :本社 076 - 260-3360 東京 03 - 3254-9055 

インターネット： http :// www . I odata . jp / support / 

• お知らせいただく事項について 

サボートセンターへお問い合わせいただく際は、事前に以下の事項をご用意くだ 
さい。 

1 . ご使用の弊社製品名 

2. ご使用のパソコン本体の型番 

3. ご使用の 0 S のバージョン 

4. トラブルが起こった状態、トラブルの内容、現在の状態（画面の状態や 
エラー メ ツセー ジなどの内容） 
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アフターサービス 


修理について 




修理の前に 


故障かな？と思ったときは、 

① 本書をもう一度ご覧いただき、設定などをご確認ください。 

② 弊社サボートセンターへお問い合わせください。 

故障と判断された場合は、下記内容を參照して、本製品をお送りくださしヽ。 


修理について 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下の事項をご確認ください。 


• お客様が貼られたシールなどに ついて 
修理の際に、製品ごと取り替えることがあります。 

その際、表面に貼られているシールなどは失われますので、ご了承ください。 
•修理金額について 

■保証期間中は、無料にて修理いたします。 

ただし、ハードウエア保証書に記載されている「保証規定」に該当する場合 
は、有料となります。 

※保証期間については、ハードウエア保証書をご覧ください。 

-保証期間が終了した場合は、有料にて修理いたします。 

※弊社が販売終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理ができなくなる場合が 
あります。 

■お送りいただいた後、有料修理となった場合のみ、往復はがきにて修理金額 
をご案内いたします。 

修理するかをご検討の上、検討結果を記入してご返送ください。 

(ご依頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額を FAX にて連絡させ 
ていただきます。） 
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アフターサービス 



修理について（つづき) 



修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下を行ってください。 

•メモに控え、お手元に置いてください 

お送りいただく製品の製品名、シリアル番号、お送りいただいた日時をメモ 
に控え、お手元に置いてください。 

•これらを用意してください 

_必要事項を記入した本製品のハードウェア保証書（コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

-下の内容を書いたもの 

返送先[住所/氏名/(あれば) FAX 番号]，日中にご連絡できるお電話番号， 

ご使用環境（機器構成、 0 S など），故障状況（どうなったか） 

•修理品を梱包してください 

■ 上で用意した物を修理品と一緒に梱包してください。 

■ 輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱 ■ 梱包材にて梱包してください。 

※ご購入時の箱 ■ 梱包材がない場合は、厳重に梱包してください。 

•修理をご依頼ください 

■ 修理は下の送付先までお送り〈ださいますようお願いいたします。 

※原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です。送付される場合は、発送時 
の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用は弊社負担とさせていただきます。 
■送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送りください。 


送付先 亍 920-85 13石川県金沢市桜田町2丁目84番地 

アイ■才_■データ第2ビル 
株式会社アイ■オー■データ機器修理センター宛 


修理品の返送 


-修理品到着後、通常約1週間ほどで弊社より返送できます。 

※ただし、有料の場合や、修理内容によっては、時間がかかる場合があります。 
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【ご注意】 

1) 本製品および本書は株式会社アイ ■ オ_ ■ データ機器の著作物です。 

したがって、本製品および本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で 
禁じられています。 

2) 本製品及び本書の内容については、改良のために予告なく変更することがあります。 

3) 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承くだ 
さい。 

4) 本製品は日本国外では使用できません。 

5) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に 
関る設備や機器、及び海底中継機、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用 
またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに 
本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社で 
はいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設 
計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されるようご注意願います。 

6) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。 
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サボート、及びアフターサービス等を行っておりません 
ので、予めご了承く ださい。 (This product is for use only in Japan. We bear no responsibility 
for any damages or losses arising from use of, or inability to use, this product outside 
Japan and provide no technical support or after-service for this product outside Japan.) 

7) お客様は、本製品または、その使用権を第三者に対する再使用許諾、譲渡、移転またはその他の処分を 
行うことはできません。 

8) 弊社は、お客様が【ご注意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでも本製品のご使用を終了 
させることができるものとします。 

參卜〇 DATA は、株式会社アイ ■ オ_ ■ データ機器の登録商標です。 

• Microsoft,Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

參 Apple, Macintosh, Power Macintosh, Power Book, iMac, iBook, Power Mac, Mac, Mac OS, AirMac, 
Mac OS ロゴおよびその標章は、米国 Apple Computer, Inc. の登録商標です。 

參その他、一般に会社名、サービス名、ソフト名、製品名は各社の商標または登録商標です。 


WN - G 54 /A 取扱説明書 
2004. Jun . 01150456 -01 
発行株式会社アイ■オー■データ機器 
〒920-8512石川県金沢市桜田町3 丁目1〇番地 

© 2004 1-0 DATA DEVICE , INC . All rights reserved . 

本製品及び本書は著作権法により保護されておりますので 
無断で複写、複製、転載、改変することは禁じられています。 




